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				　　　本書の由来

				　大たいあいめいそう愛瞑想は、開運カウンセラーの紅べにりゅう龍さんが生涯をかけて生み出した瞑想法です。

				　紅龍さんは若い頃、末期癌にかかり、「もう数カ月の命だ」と診断されたことがありました。そこから生活を改め、「多くの人が幸せになる秘密」を伝える人となるため、紅龍と改名し、開運カウンセラーとして働き出します。中国の最奥秘伝占術「紫微斗数」や、日本の神道を研究しました。

				　僕が紅龍さんにはじめて出会ったのは、伊勢神宮の月つきなみさい次祭でのことでした。
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				　それより数ヶ月前、友人が主催したパーティーに参加していたところ、そこにいた包帯パンツの開発者であり、ログイン株式会社の代表取締役の野木志郎さんが「伊勢神宮の式年遷宮でおこなわれる御木曳行事に参加をした」と言いました。「どうやってその神事に参加したの？」と質問したところ、紅龍さんを紹介されたのです。紅龍さんに連絡を取ると、「月次祭に一緒に行きますか？」と誘われました。

				　月次祭は伊勢神宮の三節祭の一つです。真夜中におこなわれるため、伊勢神宮に関係のある少数の人しか参列できません。そのお祭りに特別に参列させていただいたのです。それから親しくお付き合いさせていただき、何度か月
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				次祭や神嘗祭に同行させていただきました。

				　紅龍さんはその後、さらに神道を研究したいと國學院大学神道文化学部に四十半ばを過ぎて入学し、そこを主席で卒業しました。

				　卒業したのちのある日、紅龍さんは不思議な体験をしました。瞑想をしていると、自分の意識が広がっていくのを感じたそうです。

				　その不思議な感覚は何か非常に大切なもののように感じ、その心の状態を「大愛」と呼び、その状態になるための瞑想法を「大愛瞑想」と名付けました。

				「大愛瞑想」は人から人へと紹介され、多くの人に伝えられました。
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				　この世に「大愛瞑想」を降ろし、三年ほどして紅龍さんは亡くなりました。

				　晩年は病で痩せ細っていくなか、大愛瞑想を伝えられた多くの人たちがお見舞いに来て、一人一人とお別れをし、あの世へと旅立ちました。

				　紅龍さんの心願である「多くの人が幸せになる秘密」である「大愛瞑想」を生み出して、帰る場所へと帰って行ったのです。

				　死の床で、大愛瞑想を本にすることを頼まれました。

				　紅龍さんが降ろした「多くの人が幸せになる秘密」を、この本でお伝えいたします。

				　　　　　　　　　　　つなぶちようじ
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				　　　はじめに

				　人はみな、幸せを求めて生きています。だけど、もしすでに、実は幸せな世界に生きているとしたら、あなたはどう思いますか？

				　私は開運カウンセラーとして働いてきましたが、あるとき思い立って神職の勉強をいたしました。神社の神職です。神社の神職になるための大学がありまして、そこで学んだのです。他の人たちはみんな十九歳くらいです。そこに四〇半ばを過ぎてから入学して「お母さん」とか呼ばれながら四年間勉強いたしました。本当に一生懸命勉強して神職になりました。ところが、そこを卒業したら、何かこ

			

		

	
		
			
				豊かな世界への入口

			

		

		
			
				6

			

		

		
			
				うぽかんとしてしまったんですね。神職としてはよほど特別な神社でない限り、たいていの神社で宮司になれるような資格をいただいたんですけど、次に何をしようかと思ったときに自分の思考の世界がぱっかりと割れてしまうような体験をしたんです。

				　ある人はその体験をノンデュアルの体験だとか、あっち側に行ったんだねとかいいましたけど、私としてはすごいアホになったような気がしました。四年間かけて学んだことが全部なくなってしまったような、そんな感じです。

				　そのアホな状態を味わっていると、とても幸せな感じになりました。

				　よく愛の世界とか、キラキラ輝いているとか、いろいろ
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				といわれる方が多いですよね。ほかにもワンネスとか、宇宙とか。たぶん私が体験したのは仏教で表現されるような宇宙観だと思います。すべての世界が私の目の前にあったのです。それまではベールがかかって見えなかった世界が、霧が晴れたように見えたんです。

				　曇り空の中、飛行機で滑走路を飛び立つと、雲の中をバーッと上がっていって、雲を突っ切ると明るい空がパーッと見えることがあるじゃないですか。あんな感じです。それの何倍もの気持ちよさや感動がやってきたような感じです。そういう豊穣な空間が実は私たちが生きているここにすでにあるんです。そういう空間に宇宙は満たされているんです。わたしはずっとそれに気付かずにいたので
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				す。それを体験して、そのことを何とか皆さんにも伝えられないかと思いました。

				　そこにいると至福です。まわりにあるものがすべて喜びなんです。喜びというか、それ以上の歓喜というか、うれしいときに「やったー」って震えるじゃないですか。その震える状態のもっとすごい状態が、この空気にあったんです。それを感じたとき、こっちが本当なんだなと思いました。これが魂の世界観なんです。

				　人間はああかこうかと考えるおかげで、心に振り回されます。魂の世界に戻ると、心とは別世界なので、喜びだけなんです。

				　その日もアホになって幸せだな、この世界は何なんだろ
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				うと思っていたら、頭の上からキラキラと金の糸が降ってきて、ピリピリピリッと見えたんです。「大愛」と書いてありました。それでわかったんです。これは「大愛」という世界観なんだと。

				　友達などにこの「大愛」を伝えたいと思いお話していたら、だんだんとそれははっきりとした形になっていきました。そして瞑想をするといいことがわかったんです。

				　だから大愛瞑想は、人生の中から苦しみが終わる「大愛」の状態を引き出すための瞑想です。続けることで豊かで愛と許しにあふれた本来の姿に目覚めます。「大愛」の状態にはなろうとしてなるのではなく、もともとそうだった状態に戻ることなんです。
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				　大愛瞑想がほかの瞑想と違うのは、誰かのことをイメージしておこなうことです。ほかの瞑想はただひとり、リラックスしたいとか、落ち着きたいとか、心を豊かにしたいとか、そういうことを思っておこないますけど、大愛瞑想は誰かのことをイメージし、その人に向かって豊かさを与えるということをします。豊かさを与えることで大きな愛が働いてきて、それが私たちに還ってくるのです。なので日常が自然と変わります。豊かさを与える見えないサイクルがまわり始めるので、何かを一生懸命する必要がありません。ただあなたはあなたのまま、心に惑わされず、魂に戻ればいいんです。

				　魂に戻ることを忘れたなら、それを思い出すために大愛
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				瞑想を深めていけばいいのです。

				　今はアセンションの時代ですが、その先の未来はどんな感じでしょうか？　

				「未来は豊かである」というイメージをお持ちの方が多いと思います。弥勒の世という未来観がありますが、ご存じですか？　一〜三回くらい転生して訪れるのかと思います。その未来を少しだけ見させていただいたことがあります。とても素晴らしい世界です。地上天国とも表現されることがあるようですが、その素晴らしい世界に移り変わっていくために、今のアセンションの時期があります。

				　一見すると今の時代は政治も世界情勢も混沌としているように思えます。それはこのアセンションの時期だからこ
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				そ、かつてからの問題が露呈しているのです。裏側に隠れていたものが表に現れることで〈清浄化〉されていくのです。このことによって私たちの意識は磨かれることになります。

				　いままでは利己的であることが正しいと教えられてきました。または、「利己的であることはよくない」と言葉では教えられながら、結局利己的にしか生きられないと思い込むしかない状況でした。それはそれで必要なことではありましたが、その段階を越えて次のステージに立つ必要があるのです。アセンションの時代だからといって現実世界がパッとなくなる訳ではありません。

				　人間は言葉を得て、心の世界を現実的に表現すること
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				で、地球上にこの世界を作ってきました。それがいままでの私たちの仕事でした。これからは宇宙に満ちている愛や、魂の世界を現実に表現していくことが仕事となり、これこそがアセンションなのです。

				　いままでは自己中心の利己的なヴィジョンを実現してきました。そのためにいいことももちろんありましたけど、搾取や戦争など、ネガティブなものも生み出してしまいました。これからはその状態から解放され、宇宙の大いなる愛にもとづく魂の力が発揮される時代となっていくのです。

				　私は長年答えを求めてきました。小学生の頃、「世界がひとつになるのはどうしたらいいのか」と考えはじめ、そ
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				れから時がたち、問いはいつしか更新され、「宇宙は難しいことをいうはずがない、簡単な方法があるはずだ」と思いはじめ、その思いは「どうしたら私たちは悲しみ、苦しみ、嘆きなどのネガティブなエゴという心の状態から解放され、ワンネスというもとの豊かさに戻っていくことができるのか」と変わり、大愛瞑想に行き着きました。

				　大愛瞑想は私たちが魂のもとの状態に戻るための瞑想です。すべての豊かさと恵み、歓喜と至福、整いと生まれの働きである「すべての波動の世界」を開きます。だから周囲も自分もより良い方向に道が開けてくるのです。

				　大愛瞑想をすると天地も呼応しはじめます。どれだけ私たちと宇宙自然がひとつであったのかを、自然界とのレゾ
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				ナンス(共振・共鳴)を体験いただければ感じられます。いままで忘れていたつながりを思い出し、胸が震えることでしょう。

				　宇宙に満ちている大いなる愛に世界中の人たちが共鳴することで、与えあう渦がこの地上に広がれば、奪い合うことなく、敵対することなく、豊かなつながりが生まれてきます。この状態がどんなに素晴らしいことか、一緒に楽しんでいきましょう。
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				第一章　丹座を覚える
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				　　　本当は簡単であることに気づく

				　大愛瞑想を始めると運が変わります。人生が変わります。心が変わります。全部変わります。

				　なぜ全部変わるのかというと、それは根本に帰るから。もとに帰るからなのです。もとの自分自身のスペックでこの人生を生きるようになるので、もとの状態になります。

				　私たちの心は、もとの状態を知らないのです。知らない理由は、心と魂のいる位置が違うからです。肉体は三次元、心は四次元、五次元以上が魂のいる位置です。五次元以上は、五、六、七、八とたくさんありますけど、魂によって次元が異なります。
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				　たとえばいま生まれている私たちと、キリストとかマリア様といわれている魂は、根本は同じですよ。ただいる位置が違います。いる位置の違いというのが何なのか、最後にはお伝えできればと思いますが、向かっているのは、そのすべての一番高いところです。そこに向かって私たちは輪廻しています。そうやって人生を繰り返している。だから私たちには向上心があって、どんなに嫌なことがたくさんあっても、「やっぱりがんばろう」みたいな気持ちになるんです。がんばって、また夢を持って、また「やっぱりダメ」って落ち込んでみたり、でもこんなの私じゃないって思ってみたり、そんな葛藤をするのは、みんなもとは素晴らしい存在であることを知っているからなんです。
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				　だから私たちは、もとに戻るというプロセスを踏んでいます。私もつい最近まで知らなかったんですけどね。でもそれを踏んでいたんですよ。

				　そのもとに戻っていく方法は絶対簡単だと思ったんです。もしこの世界を作ったのが神様だとしたら、誰にもできないような方法にするはずがないって。種だって、ただ土に植えれば出てくるでしょう？　そのくらいじつは簡単なはずだと。

				　だけど種はこれを使わなきゃいけないとか、肥料はこれだとか、農薬はこれを撒かなければならないとか、人間は難しいことをたくさん付け加えますよね。でも本当は、種は植えれば芽を出すんです。そうでなければ生き残れませ
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				んでした。それが自然なんです。もとに戻るとは、そういうことなんです。

				　　　人はなぜ苦労するのか

				　いま、皆様がいらっしゃる環境、それから運の状態、それはどうしようもない、望んでない状況がたくさんあると思いますけど、それを魂が選択してきています。それは苦労させたいためではなくて、私自身の魂が向上していくためには「これが最善ですよ」という選択なんです。

				　思いっきりスリリングでギリギリの選択をしてくる人もいれば、楽々な選択をしてくる人もいます。自分のまわり
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				に起こって来る嫌な出来事は「ここがポイントですよ」って言われるところなんですね。たとえば自分が弱くなっちゃうところとか、へこたれちゃうところ、そこには「ここですよ」っていう合図が入ります。それが「嫌」という感情ですね。そこでニッと笑えるか、笑えないかが大切です。

				　もともと魂は豊かさの中にいます。だから魂で見ることができれば、どんな場合でも豊かになるんです。これが大事なことです。たいていは心で見てしまいます。心は四次元なので人間社会の規則とか、決まりとか、そういうものに影響されています。嫌なことをされても、嫌な状況があっても、これ幸いと思える心がもしあれば、それでいいんで
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				す。そういうふうに心の選択が変わっていくように、私たちの日常には面倒くさいことがいっぱいあるんです。

				　特に家族関係が面倒くさいでしょう。一番血が濃いですからね。他人のことならさておきとできますけど、家族関係は一番期待しちゃうし、「こいつ〜」みたいに思うことがよくあります。そこが一番「より良く生きていくため」に必要な密な人間関係だからです。この改善をするのに、みなさん人生分の苦労をしてきていると思うんですけど、心が伴った状態でこれをやっていこうとすると、人生大変なんですよ。苦しい。またできなかったとか、また言っちゃったとかいう苦しみを重ねてみたりしますね。それによっていらない苦しみが乗っかってくるんです。それは本
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				当にもったいない。

				　それを大愛瞑想で根本から解決していけるんです。天地の法則にそって、愛のある瞑想をする。これが大愛瞑想です。愛のある瞑想というのは、天地宇宙の愛と同じ状態を瞑想によって持ってくるんです。そうすると私たちは豊かさの中にあるので豊かな波動が出ます。この豊かな波動によってまわりの人たちも、もとに戻っていきます。それは癒されることに似ています。

				「なんだやっておけばよかった」と思うくらい。もっと早く知ればよかったとみんなにおっしゃっていただけるんですけど、残念ながら三年前にできたばかりです。
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				　　　本の読み方

				　この本の読み方ですが、大愛瞑想を深めやすい読み方があります。最初は慣れないかもしれないですけど、ぜひやってみてください。それは空間の認識を利用する方法です。たとえば、「目の前にひとつの卵があるとします」と書かれていたとしますね。そしたら「卵があるんですね」と言葉的に理解するのではなくて「卵があるんだ」と想像してください。目の前に実際に卵があるかのようにヴィジュアル化してください。できるだけ立体に想像します。「卵を割ります」と書いてあったら、卵を割るところを想像して、白身や黄身がつるんと出てくるところを想像します。そし
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				て下にはお皿があったりして、そういうイメージを伴って、感性を使いながら読んでみてください。

				　これから書くお話しは、感性に向かっていくお話しなのです。その手前に「心」という感性を邪魔する存在が私たちにはあります。それを脇に置いてください。心だけパカッとはずせればいいんですけどね、それはできないので。

				　卵と言われたとき、表面は白か茶色かと気になる人がいるかもしれませんけど、それはどちらでもいいです。ダチョウの卵でもアヒルの卵でもなんでもいい。大きさもなんでもいい。そんなにこだわらないで、自分にとってピピッと来たインスピレーションで思い浮べてください。これが大事です。
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				「みんなはゆで卵を想像するだろうけど、私はダチョウの卵だわ。なぜだろう？」みたいな疑問は持たないでください。自分の感性に従っていただきたいので、「卵があります」といわれたときに、出てきた卵がワニの卵だったら、ワニの卵でいいです。「私が間違っている」という判断は絶対にしないでください。

				　私のインスピレーションは正しい。

				　これがいいのです。バカボンのパパになってください。「これでいいのだ」というふうに。私にとってはそれが最適というのが、インスピレーションです。大愛瞑想が深まるほどにこのインスピレーションを使っていくことになるので、そのときに人と比較したり、違うんじゃないかとい
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				う疑問は絶対に持たないでください。私にとっては「これが正解」という自信がめちゃくちゃ大事です。

				　　　霊層を知る

				　心の状態、これは四次元です。魂の状態は五次元です。

				　心は霊層という層の中にあります。天から地までありまして、その層は無限大にあります。虹の色が無限にあるのと同じです。

				　私たちの心の解説をします。私たちの心は、人と会ったりとか、気分によってころころ変わります。たとえばいま機嫌が良くても、大嫌いな人が目の前に来て「ねえねえ、
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				ランチしない？」とか言われたら、「くそー」って思いますよね。「お前嫌いなんだよ」とか「キモー」みたいな。そういうふうに嫌いな人が来ただけで、気分はあっという間に下にさがります。

				　私たちの今。いまの気分はどんな気分かなって考えてみてください。「こんな気分」とわかったら、それに「霊層」という言葉を加えてみましょう。「気分がいい霊層」とか「ちょっと暑くて嫌だわっていう霊層」とかね。そうやって言葉にすると、天から地のどのへんに自分の意識があるのかってことは感じられると思います。で、これは上がよくて下がダメっていう単純な話ではないんです。私たちは上から下までこれらを全部持っています。
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				　それはそれで「いいんです」。

				「霊層」や心の世界を上に上にとあげていくと、道路が渋滞で前が詰まったときに「チッ」と言いたくなるところを言わなくなるとか、ケンカ腰で話しかけられると理由もなくこちらもケンカ腰になってしまったのが普通に受け答えできるようになるとか、変化が現れます。そうやって全体が上の方に行くように、私たちの日常っていうのは、組まれているんです。だから、どんな自分がいてもいいんです。悔やむ自分
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				がいても、怒る自分がいても、やさしい自分がいても、嘘をつく自分がいても、なんでもいいんです。ここを絶対に責めないでください。

				　みんないろんな自分を持っています。いろんな自分の駄目なところを責めているとき、心の一部を区分けして責めています。何かを区分けするのが心の作用です。だから、責めれば責めるほど、「霊層」や心の世界を上げるのではなく、心の世界に留まることになります。心の世界に留まっている限り、心の世界は上がりません。

				　心の世界全体や「霊層」をより良い方向に向けるために生きています。

				　そのための地球であり、宇宙なんです。
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				　いまもしダメでも、全然気にすることはありません。

				　霊層が私たちの価値観を決めています。この価値観によって良し悪しが分かれます。この価値観が私たちの個性だと思っていたんですよ、いままでは。でも本当の個性は霊層ではなく、魂にあるんです。

				　すべて整っていて、ただあるという状態。その状態にこれからなっていきます。心の状態から離れて、もとの状態、魂の状態に戻っていくための瞑想をやってみたいと思います。
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				　　　丹座で瞑想

				　まず、思考の世界をはずします。あーだこうだと考えるでしょう。私はこれがものすごく強烈だったんです。いまでこそホワンとしてますが、その昔は、その目で見られると死にたくなるといわれるような目つきをしていました。そのくらい目つきがきつかった。気が強くて、恨み節も強くて、それで仕事をバリバリしていたんですね。会社で徹夜なんてなんともなかった。当時の自分はどんな人が友達には欲しくないかというと、自分自身だったんです。

				　それから性格改善して、イエスマンになろうとしました。「くっそー、イエスマンなんかになりたくねー」とか
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				思いながらイエスマンになってみました。そしたら真逆の性格になってしまいました。ゼロか百か、オンかオフかだったんですね。ほどほどに中間がなかったんです。

				　以前はスクランブル交差点に立っていると「まるでこの町の女王様みたいな顔をしている」といわれるくらいだったんですよ。それが真逆になると、スーパーに買い物に行っても「私がにんじんを買ってもいいのでしょうか」みたいな状態になってしまいました。そこまで引っ込んじゃったんですね、一年で。そこから出てくるのが大変でしたけど、いい経験でした。それほどきつかった私は、執着もきつかったんですよ。恨み節もきつかったし、お前のせいだっていうのもきつかったんです。いまはわかります。全部私のせ
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				いでした。なぜそんなことをやらかしたかというと、頭に思考があったからです。で、この思考を離すためにどうしたらいいのかを発見しました。その方法を丹座と呼んでいます。思考を下丹田に置きます。下丹田に置くと私たちの思考は黙るんです。下丹田はおへそから四センチくらい下のところのことです。

				　思考が頭の中にあると追っかけちゃうんですね。出来事、物事をずっと。思考というものはつかみたがるんです。なぜこれはこうなんだ。なぜこれはここにあるんだ。なんであの人はこうなんだ、というふうに、つかみたがるんです。これが思考の特徴です。これを下丹田に置いてあげると、つかめないんです。
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				　話の内容は理解するけど「別に」という感じ。深く考えない、追求しないという状態になるんです。それでやがて、心配にならない、深く恐れなくなる。なのでぜひ丹座は身につけてください。

				　では、やってみましょう。

				　やるぞって、緊張したらダメですよ。ホワホワッとしていて下さい。「やるぞ」って思ったとたん、それは意識ですから四次元です。そこから離れたいので、ホワホワとして、なんでもない、ただあるという状態が私たちのもとの状態なので、その感覚をぜひつかんでください。

				　なんとなーく、ゆるんゆるんしながら、揺れながら、緊張をほぐしながら、「頭の思考を丹田に置くんだって、

			

		

	
		
			
				豊かな世界への入口

			

		

		
			
				36

			

		

		
			
				へー」みたいな感じでいてください。さきほどお伝えしたように感性を使ってください。頭の中の思考には形がないです。形がないものを具体的にどのようにイメージしていくのかというと、へその下の丹田に顔があると思ってください。私の顔が腹にあるというイメージです。

				　私の顔が、おにぎりくらいの大きさで、おへその下四セ
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				ンチくらいのところにあると思ってください。このとき楽な格好でどうぞ。椅子に座ってもいいし、正座をしてもいいですし、あぐらをかいても結構です。それでどんどん力を抜いていってください。

				　ただ丹座の状態になっていきます。

				　もとの状態はとっても豊かな状態なので、その方向に自分を持っていきましょう。正しいか正しくないか判断しないでください。わたしの丹座はここ、と思ってください。

				　取組むのではなく、ただ「ある」という状態に戻ってください。

				　腸や胃は私のお腹にあるのは当然ですね。それと同じように私の顔もお腹にあると思ってください。
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				　瞑想をしているといろいろと気になることが浮かんでくると思いますけど、タマネギの皮を剥くように「いらないよ」ってはずしていってください。何か思考が湧くたびに。

				　丹座の状態になっていると、人の話がいつもとは少し違ったふうに聞こえてくると思います。

				「ただ話しているなぁ」というふうに。

				　話されている内容によって感情を引きずり回されたり、動揺して混乱したりしなくなります。話の要素だけを的確につかむようになります。

				　いつものように話を詳細に聞こうとすると、頭に意識がポンと戻り、心が働き始めます。そういうときはもう一度丹座することを思い出してください。
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				　丹座が決まると、みなさんはパァンッと光ります。そして場が変わります。いのちは輝きの存在といいますけど、その輝きが現れます。その輝きを見ると私はうれしくなりますね、ウフゥッて。ウキウキしちゃいます。それほど違うんです、エネルギーが。

				　丹座ができたということは、魂の状態に戻ったということです。頭から思考がはずれて、四次元がはずれて、霊層がはずれて、なんにも考えられないような状態。まずはその状態を楽しんでください。
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				第二章　大愛瞑想の入口
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				　　　大愛瞑想のやり方

				　私たちが元の状態に戻って、魂の状態、愛の状態、宇宙の状態に戻って日常を過ごせたら、何かすごい変化があると思いません？　まわりの反応が変わるんですよ。嫌なことが遠ざかるんです。瞑想が上手になるということと、人生が変わってくることとは、ふたつが一組。車の両輪なんです。

				　大愛瞑想をしていると眠くなって寝落ちすることがあります。それは通常の反応なので、「寝ちゃってダメだわ」とは思わないでください。瞑想していると、意識が働いている世界と、意識が働かない世界のあいだにいることにな
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				ります。考えることがたくさんあったり、いつも忙しかったりすると、いつも四次元にいることになるので、四次元が切れた途端にストンと眠くなったりします。正常な反応なので大丈夫です。何度かしているうちに慣れてきます。

				　大愛瞑想をしていると、心やからだが整ってきますからいろんなことが変わってきます。ぜひ大愛瞑想を毎日してみてください。

				　大愛瞑想をすると、四次元の私たちが邪魔をするのです。ずっとこれが私だと考えてきた四次元の私は、私自身ではありません。ざっくりなんとなく知っていたとは思うんですけど、瞑想をしていくうちにだんだんと「これこそが本当だ」とわかっていきます。そのうちに囚われる心が
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				なくなってくると、大愛のすべての側面が働いてきます。この世の中を作ったよい要素すべてが、私たちをも作っているんです。感覚を使って読んでくださいね。正しいとか間違っているとか判断はしないでください。この世の中ができた理由、これから向かうべき目的地はそれに由来します。その要素は私たちのなかに完璧に入っていますので、「このように整いたい」と思えば、そのように整います。「眠気が取れますように」って願っていると、そのように整います。そしたら眠気も取れます。取れないことを考えない。必ずポジティブな霊層で考えてください。

				　日常のちょっとした隙間で丹座をしてください。慣れたら頭が覚醒します。それから、女性の皆さんは女子トーク
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				をするとき、ぜひ丹座してみてください。そしたら相手の嫌なものを全然受けなくなります。

				　誰かが「昨日こんなことがあって、こうなってさ」みたいな話を始めるじゃないですか。そうするとそれ聞いていてだるくなって帰るみたいなことがあるでしょう？　そういうときに話の影響を受けなくなるんです。心に対して心で受けていると、それが「もらっちゃった」っていう状態。「話す」は「離す」ですから、相手の霊界がたくさん来るんですね。明るくない霊界を「はいどうぞ」ってお土産もらうようにもらっているんですね。まあ自分も出していますけどね。それを心で受け取ると「また始まった」とか「またいやだ」とかって話になります。でも丹座の状態になれ
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				ば魂の状態でいるので、話の内容の要素だけが理解できるようになって、心の部分は受けなくなります。「ああ、つらいんだな」とか「そうか」とか。いくら聞いても疲れない。でも、だからといって「丹座になろう、丹座になろう」って思っていると、それが四次元ですからね。そういう一生懸命さではなく、ホワッと。もし今日できなくても、それでいいので、次回チャレンジということです。

				　実際に大愛の瞑想状態になっていきましょう。

				　ぬいぐるみのような抱っこできるくらいの大きさのものを用意してください。クッションでもいいし、枕でもいいです。できれば肌触りが良くて、柔らかい、抱っこしていると気持ちよくなるようなものがいいです。大愛瞑想では
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				赤ちゃん程度の大きさの抱き心地のいい何かを抱っこしながら、どなたかひとりをイメージしていただきます。

				　どなたでも結構です。一番最初にやるときは敵対視してない方。自分自身でもいいし、ご家族でもいいし、死んでいる方以外で比較的仲のよい方をどなたかお一人。その方を感性の中で、赤ちゃんにして、抱きしめてあげます。

				　まずは丹座になっていただきます。そのあと、赤ちゃんを抱っこしてあげましょう。そのときに手がかりがあったほうがいいので、抱きしめるものとしてぬいぐるみやクッションを用意します。

				　それではまずは丹座になります。

				　イメージするのは自分自身の赤ちゃんでもいいですよ。
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				もし魂が震えて、涙が出そうになったら止めないでください。「恥ずかしい」とか「泣いちゃダメ」とか思うと、四次元が起きてしまうので、起こさないようにしましょう。

				　丹座から赤ちゃん(現実には持っているぬいぐるみ。イメージとしては抱きしめてあげる赤ちゃん)を抱っこします。本当の赤ちゃんを抱きしめているかのように。自分の気持ちを実際の赤ちゃんがそこにいるかのように盛り上げてください。

				「よーし、よーし、よーし、よーしっ」て。頬擦りしたくなったら頬擦りしてあげましょう。からだを撫でてあげたり、髪の毛を撫でてあげたり、「よーし、よーしっ」て抱きしめますね。本当の赤ちゃんを抱っこしているように、
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				愛おしいなって気持ち、「愛しているよ」「可愛いね」。胸から「いい子、いい子」と相手を感じる波動が出てくるように。「よーし、よーし」と距離感をどんどん縮めていって、ゼロにしていきましょう。頬擦りしてみたり、匂いを嗅いでみたり、目と目を合わせてみたり、ほっぺを触ってみたり、ギューッて抱きしめてあげたり、心が邪魔してこないように、心が湧いてきたら「いらないよー」って思ってください。心はいろんな理屈を言うでしょう。それは脇に置いてください。抱っこしている子に対して「よーし、よーし」していきましょう。

				　するといろんなことを感じたり、思い出したりするはずです。そういう気持ちとも一緒にいてあげましょう。出て
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				きた気持ちに対しても「よーし、よし」。そんなことを感じるのか、そんなことを思い出すのかと認めて上げてください。

				　感じることをひとつ足しますね。今抱きしめている赤ちゃん。この赤ちゃんを抱っこしているのが、もしマリア様だったら、どんな大愛をこの赤ちゃんに向けてくれるかな。どんな愛を向けてくれるかな？　感性で感じてみましょう。そして、真似てみましょう。マリア様ならどんな大愛をこの赤ちゃんに向けてくれるかな？　感じてみてください。

				　では、もうひとつ行きましょう。この赤ちゃんを抱っこしているのがキリスト様だったら、どんな大愛を向けてく
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				れるかな？　皆様はキリストです。どんな大愛をこの赤ちゃんに向けるでしょう？　

				　もうひとつ行きましょう。この赤ちゃんを抱っこしているのが、観音様だったら、どんな大愛をこの赤ちゃんに向けてくれるだろう。私は、観音様です。「よーし、よーし、よーし、よーし」。

				　それでは、ゆっくり元に戻りましょう。落ち着いたところで眼を開けていただければ結構です。

				　マリア様とキリスト様と観音様、なんとなく感じました？　うっすらでいいんですよ。感じたことを否定しないで下さい。自分がちょっとでも「あっ」と思ったら、感じてます。自分を否定しないでください。これは私が呼んだ
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				訳でも何でもなくて、この空間にすべてがあります。だからその要素を感じたのです。全部あります。遠い宇宙の果てとかにあるのではなく、ここにすべてあります。

				　これが大愛瞑想の基本です。

				　心が震えた方、涙が出たりした方は心が浄化されています。

				　魂の状態に戻っている時間です。気になることがわんわん湧いてくるかもしれませんけど、それはそのうちなくなります。上手になってくれば。湧かなくなってきて、この瞑想状態の時間が一日の中に何分か何時間かあれば、その時間は心の時間から、魂の時間に移っています。この時間を経験していると、心と魂が分離を始めます。分離を始め
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				るとどうなるかというと、魂はもとの状態に戻ります。もとの状態に戻った魂が、心を修養し始めます。もしかしたら、この段階で「あ、だから私はこうだったんだ」という気づきや、「あ、だからこの人はこうだったんだ」みたいな気づきがある方もいらっしゃるでしょう。それは魂が心を修養したのです。この修養を繰り返されると、霊層が上がります。上がるというか、下の霊層に触れなくなっていきます。その時間が増えてくると、高いところの霊層で物事を考えて実行するようになります。これが日常に変化を生みます。このサイクルが繰り返されていくと、どんどん向上していって、魂的な自分が日常生活を送ることになります。だから変化が起こるのです。
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				　　　なぜ赤ちゃんにするのか

				　大愛瞑想ではイメージする人を赤ちゃんにしました。なぜ赤ちゃんにしたのかというと、私たちにはこういう法則があります。心には心、魂には魂で反応するという法則です。

				　嫌いな人がいるとします。そのとき私は相手の心に反応しています。相手は私の心に反応しています。だからお互いに嫌いという心になります。嫌なエネルギーが渦巻きます。そういう人を本来であれば許していければ一番いいのです。それはどなたもわかっていることだと思いますけど、なかなかそれが働かないのは心があるからです。
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				　その心をはずした状態にしたい。どうやったらはずれるかというと、魂には魂でという法則を使います。だから赤ちゃんなのです。赤ちゃんは心を持ってないんです。魂と肉体しかありません。その状態の赤ちゃんに対して私たちはどういう反応をするでしょう？

				　もし目の前に赤ちゃんがいたら、「わー、○○ちゃーん」とか「いないいないばぁー」とか、胸が開いてなんか一緒に遊びたくなる感じになるでしょう。大人が目の前にいたらそんなふうにはなりませんよね。たとえば旦那さんが目の前にいて「わー、○○ちゃーん」とか、絶対に言いませんよね。だけど赤ちゃんだとそうなる。満面の笑顔で「んー」とかって、「いいね」って感じになるでしょう。知
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				らない子にでもですよ。

				　言葉の通じない子にでもそうするんです。赤ちゃんは心がなくて、魂と肉体だけがそこに存在するから可愛いんです。

				　魂にとってはそれが誰であるかは関係ないんです。赤ちゃんは私たちがどんな人間であろうと、強面であろうと背中に龍が彫ってあろうと、関係ないんです。お口臭いはちょっとイヤかもしれないんですけど、でも基本、容姿やいろんなもので判断しないんです。そのまんまです。だから私たちもそのまんまの自分が出るんです。そのまんまというのは、心がなくて「わーっ」ていう機嫌のいい自分です。この力を大愛瞑想では活用するのです。

			

		

	
		
			
				豊かな世界への入口

			

		

		
			
				56

			

		

		
			
				　だから、赤ちゃん。

				　いまどなたを想像したかはわからないですけど、その相手を赤ちゃんですという状態で迎え入れてあげれば、心の垣根がバアッと取れます。だから相手の魂を感じることができて、「だからこういうふうな性格だったんだなぁ」みたいなこととか、「だからこの人はこうだったんだなぁ」とか、「だから私はそういう対応をこの人にしていたんだ」みたいな心の一面が、パアッと理解できたりするんです。赤ちゃんの状態にすると、相手をその瞬間許してます。だから愛が出るんです。もとに戻れるんです。この愛の出ている状態こそ、私たちが心から離れて魂に戻っている状態です。
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				　赤ちゃんが苦手という人がたまにいますけど、そういう人はやがて慣れてください。慣れるしかないんです。なぜならばそれが根本だからです。

				　私も最初苦手でした。三年前までね。でもそれを受け入れました。しょうがないです、インスピレーションが赤ちゃんだっていうからね。私は独身で子どもを産んでないですから、最初は困りました。そういう愛からはめちゃくちゃかけ離れたところにおりまして、これは当てはまる方もいらっしゃると思うので、私も同じ立場なのでお話しさせていただくと、未婚の人、子供ができなかった方、こういう方は、心の中に自分自身が「ダメだ」「ダメな人間だ」とか、もしくは、みんなができることができなかった、という意
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				識があります。それが赤ちゃんを想像させない、抱っこできない要因になります。

				　でも、本来の状態に戻っていくために、選択しているものは人それぞれに違います。人と比べると「私はできなかった」「私は持ってない」ということを自分の枷かせにかけてしまいます。少しずつ赤ちゃんを抱っこすることに慣れていくことで、この枷がはずれて、本当の愛に戻っていきます。そのための手段がこれなんです。

				　大愛の状態で赤ちゃんを抱っこしてあげることで枷からはずれていきます。ここにやがて慣れていくと、自分のなかにあるいろんな性格に沿った根本的な要因、たとえば何かがうらやましくなるとか、こういうシチュエーションに
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				なると我慢できなくなるとか、そういう性格に含まれていたさまざまなものも取れていきます。簡単ではないかもしれません。でも、そういう抵抗がある方はじっくり待ってあげてください。

				「よしよし」とやっていながらしっくり来ない人は、少しずつ距離を縮めてあげる。恥ずかしいという気持ちがわいてくる場合は、恥ずかしいだけ。その心のやりとりは誰と誰のものかというと、私と私なんです。だからそれは取り除いていきましょう。だから最初は不慣れでいいので「よしよし」と。そうやって歩み寄っていってください。やがてできるようになります。愛おしくて仕方なくなります。

				　それから、自分を赤ちゃんにできない方。理由は、自分
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				と向き合えないから。

				　見たくない自分というのがそこに存在しているから。

				　自分と直接、向き合ってしまうんですよ、この大愛って。でも誰と誰の問題かというと、自分と自分なんです。だから私と私、ほかに誰もいないって言って、その心を落ち着けてあげてください。そして、「怖い、こんな一面があったんだ」って気付くこともあります。

				　大愛はそのままスパーンと感覚の世界に入ってしまうので、いままで見ないでいたことに深く気付くこともあるんです。そしたら、「そういうこともあるね」と。私にはこういう一面があるんだなって思ってください。

				　正当化しなくていいし、ごまかす必要もありません。そ
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				して「誰にでもある」って言ってください。ものすごく嫌な一面がある。人をいじめたり、いびりたくなる一面がある。そういう自分を、自分でハッと気付いたりします。

				　もともと知っていたんですね。大愛瞑想では改めて真正面から出会ってしまうようなことがあるんです。でも、出会えるというのは凄く大切なチャンスなんです。そのチャンスに巡り合えたら、私にはそういう一面があるんだねって認めて上げてください。みんなもあるって思ってください。みんなありますから。

				　みんなもある、私だけじゃない。で、どうする？　取り払うんじゃなくて、あるねと認めて上げたら、自然とふぅと抜けるんです。こんな一面があるね、そうかって。「よー
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				し、よし。私にはこんな一面がある」って向き合ってあげる。向き合ってあげるというよりは、どちらかというと、添い寝に近いですね。そういう、やんちゃな一面がある小さな赤ちゃんに添い寝してあげる。「そういうの、あるね」って。「そうかそうか」って。

				「今日、○○ちゃんいじめちゃったの？　そうかそうか、鼻つまんじゃったの」みたいな。

				「あるね、みんなもあるよ」みたいな大きな愛を胸から与えつづけてほしいんです。そうすると、ポロンと取れていきます。

				　気をつけてほしいのは、「いつ取れるだろうか？　いま取れただろうか？」と思うこと。これ四次元です。こうい
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				う思考を持たないでください。持たなければ、ポロンポロン取れていきます。そうやって調整されていきます。調整されていくと、霊層が変わります。霊層が変わるので、明るい霊界が増えます。切り口がかわると、自分で気がつかなくても、とてもいい人になっています。嫌な発想をしなくなって、嫌な言葉を使わなくなって、嫌なことを言いたくなくなるんですよ。「いいたくないのに言っちゃう」じゃなくて、「それ我慢しなくちゃダメ」って止めているのでもなくて、出てこないんです。こうだといいねという前向きな言葉に変わる。

				　それまで待ってあげてください。

				　絶対にいじめないでください、自分のことは。
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				　ある自分の一面が嫌だと思ったら、「あるね、あるある」って。あるのが悪いんじゃないんです。本人じゃないのですから。社会や習慣によって作られた人格は、本人の魂とは違うものです。責めても意味がありません。社会や習慣によって作られた人格は、まるで映画の配役です。魂は役者に似ています。

				　こないだ見た映画があったとして、ある場面で登場人物がこう感じたとしても、それは役者の気持ちではありません。映画の登場人物になったつもりで感じた何かです。それと同じです。

				　十年が一冊の本だと思ってみてください。その本が、三〇年、四〇年、つまり年の分だけたまっている。そこの
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				中には毎日のシナリオが書かれています。「このときこの子はこう思った。くそ」みたいにね。そんなのがたくさん書かれている訳です。もしくは「このとき○○ちゃんはこう感じた。これは十年前と同じ、だから私はダメ」みたいなことが。それを何度も繰り返しているだけなんです。なにしろ心の癖は何度でも繰り返しますから。その癖がもうシナリオに書き込まれているのです。その役を繰り返すことで魂という役者は学んでいくんです。でも、登場人物自身はいつまでも苦しみます。映画の鑑賞者は登場人物が苦しむのを見ていろんな期待をしますからね。一方で役者はそのような芝居をしながら人間の心の不思議さを学んでいきます。
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				　登場人物の嫌な一面が出たら、俳優は「そうか」ってそのままを演じるだけです。で、その苦しいのがどこから来るのか感じてあげれば、より深くなります。その深くなるのはあとの章でやりますね。

				　だから赤ちゃんに設定するのは、魂と接したいからです。赤ちゃんを抱っこしているときは、実は私たちも赤ちゃんの状態になっている、これが一番の理想です。本当は「魂です」と相手を抱っこしてあげたいんです。でも、魂は形がないからわからないんですね。「なんだろう？」ってなっちゃうので、わからないことは想像しにくいので、だから赤ちゃんを想像します。

				　赤ちゃんの代りに動物をイメージするのはダメです。旦

			

		

	
		
			
				大愛瞑想

			

		

		
			
				67

			

		

		
			
				那さんが熊に似ているからといって、赤ちゃんの代りに熊をイメージしないでください。

				　自然界と自然界に属する動物、それを私たちは完璧に許しています。もとから彼らは愛の存在だからです。だから、ご主人には愛は向かないけど、ワンちゃんたちは溺愛したりしますよね。

				　名前呼んで頬擦りしたりしてね。そのまま同じことをご主人にして上げてください。きっと喜びますから。人は誰でも「大好きだよ」って言ってほしい訳ですよ。でも普通はできないでしょう。心に壁があるから。動物は許せるんですよ。

				　私たちが生きている上での一番の問題は、霊層が誰に向
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				けられているかということです。人に向けられています。人以外は問題ないんです。海や森のような自然界に帰ったら「癒される〜」っていうでしょう。ペットも「癒される〜」じゃない。子供も小さいうちは癒されるけどね、だんだん口うるさくなってくると ささいなことで腹を立てたりしますよね。

				　そうなってしまうのは心があるからです。霊層に霊層が反応する。それぞれ因縁が違うので、その持っている因縁に反応するんです。自然界はもとより私たちがこの世で進歩発展向上していくために全部よりよい形で配置されています。だから愛なんです。波動共鳴を自然界とするレゾナンスという機会があります。自然界と波動を共鳴していく
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				ことは、この大愛瞑想の延長線上にあります。共鳴すると、この空間すべてが愛だということがはっきりわかります。そして「なんでこの木が私を知っているの？」という状態になります。自然界のあらゆるものは私たちを見ていてくれるんですよ。ときどき何かコメントをくれたりすることもあります。そういう共鳴が始まると、胸が勝手にバーンと開くんです。感動的な状態になります。なぜ開くかというと、相手が自然そのもの、すべて魂そのものだからなんです。だから私たちは自然に還りたくなるんです。自然を求めたくなるんです。

				　胸のチャクラはもっとも自然な状態になれば勝手に開きます。でも、私たち人間界では開く練習をしなくちゃなら
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				ないんです。その開く練習が大愛瞑想なんです。自然は私たちにいつでも愛を与えてくれていて、包括してくれていて、感じてくれていて、理解してくれていて、その場にすべてとして包んでいてくれて、安心感を与えてくれているという状態を与えてくれています。大愛瞑想で胸が開くと、自然がしてくれるようなことを、私たちが生きているうちに日常的にできるようになります。どうなるかというと、歩いているとき、通りすがる人にも愛が出る。嫌いだと思っている人にも、嫌いだという感情は持ちつつ愛が出る。豊かさというサイクルを巡らせていくような感じになります。生きやすい自分になります。

				　そうなっていくと成長しているように感じると思うので
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				すが、実はそれはもとに戻っていくとそうなるということなんです。もともとの私たちが持っているスペックなのです。そっちのほうが安心で豊かで素晴らしい日常が送れます。

				　こうなると日常に細かく奇跡がいっぱい起こるようになります。それを感じていくと、どういう自分になればいいのかがはっきりわかります。こういう生き方がいいんだな、こういうふうに与えるといいんだなっていうことが。はっきりわかると、勝手に自然と選択するようになるんです。嫌な自分がいても、なんにも気にならなくなります。嫌な自分がいてＯＫです。

				　だってそのために生きているんだもん。
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				　調整できればいいし、変わっていけばいいし。面白いというだけです。そうなると表情がかわりますし、輝きも変わってきます。

				　大愛瞑想をはじめて二年目に、知り合いにひさしぶりに表参道の交差点で会いました。そしたら最初私だと気がついてもらえませんでした。その子は波動に敏感で、私が声かけたら「白い人が来る、白い人が来る、白い人が来るって思ってたの」って言ってました。そしたら「あら、紅さんじゃない」と驚いていました。それで「何かしたの？」と聞かれて、大愛をしているって言ったら、「私もやる」って言って始められました。
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				　　　波動とは何か

				　この空間はすべて波動でできていて、私たちは波動の複合体なんですよ。臓器には臓器の波動があります。血液にも波動があるし、全部に波動があります。波動が乱れると病気になります。波動が整えば健康になります。

				　波動は重たい波動から軽い波動まで、たくさんあります。そして普通は目に見えません。私たちの魂と心は波動の世界です。肉体は現実味を帯びていますけど波動を帯びていて、それが顕現されている状態。現れている状態が肉体です。それ以外はただの波動の状態です。心も波動。霊層の中にある波動です。魂も波動。だから見えません。
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				　ただその波動によって、その場が明るくもなれば、暗くもなります。たとえば、会議室とか、人が集まった空間の中に入ったときに、気が悪いとか、気がいいとか、感じますよね。「あ、誰か喧嘩したな」ってことをなんとなく感じたりするのは、みなさんにもあると思います。それは波動が残っているからですね。それから、運気のいい人と一緒にいると開運するというのも関係があります。写真からも出ますね。波動がいい写真を待ち受けにしている人が多いですよね。逆もありますよ。嫌な雰囲気に社内がなると、その雰囲気から出たくなる。見えないですけど、私たちは波動の存在です。
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				　　　与える波動

				「与える」という行為も実は波動です。現実としてただ「与える」のと、「与える」波動とともにその行為をするのとでは違いがあります。

				　たとえば、ここに水のペットボトルがあるとしましょう。本当は自分が飲みたいのに立場上仕方ないから「あげる」というのと、たとえ自分がそれを飲みたいと思っていても、相手がきっと喜ぶから、喉の渇きが癒せるから「あげたい」と思って「あげる」のでは、相手の受け取る何かが違います。その何かは波動です。このときの波動は「宇宙の愛」を与える波動であるのが理想です。はじめのうち
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				は同じ「与える」にしか見えないかもしれませんけど、大愛瞑想をしていくうちにその違いがはっきりしていくでしょう。

				　たとえばよく「良かれと思ってやった」という人がいます。「良かれと思ってやったけど、うらやましいからなぁ」と思いながらやると、そこには何か執着やら嫉妬が介在してますから、あまりいい結果は生まれないでしょう。でも、大きな愛の循環として「良かれと思って」やれば、きっといい波動に満ちていて、最適な結果が生まれてくるでしょう。このわずかな差をきちんと感じることが大切です。

				　大愛瞑想を学んでいくと、意図的に良くしたり、悪くしたりすることを手放すようになります。すると何事も最適
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				な状況に整うのです。自分はポカンとしているあいだに。

				　これができるようになると自分の中に、今まで感じたことのないような感動を体験するようになります。それと一緒にささいな気づきや小さな悟りが訪れるようになります。そうすると自然に充実した気分になり、毎日が楽しくなったりします。
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				第三章　極楽丹座と自分を愛すること
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				　　　極楽丹座の仕方

				　丹田を極楽にします。

				　心では自分のことは二の次とか、私より偉い人が優先とか、敬語はきちんと使わなければならないとか、そういう常識といわれているもので制約されています。それを手放すための練習です。

				　この上ない、自分自身の欲求バリバリ、これぞ極楽というイメージを丹田に思い描いてください。頭ではなく、丹田で思い描いてください。なんでもいいです。自由です。食べ放題でも旅行し放題でもいいです。こういう人もいました。海が好きだから海で泳ぎまくるとか、スイーツ食べ
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				まくるとか、鳳凰が舞う景色を見るでもいいです。

				　満たされない自分はダメなんですよ。満たされないものはいっぱいありますけれど、極楽丹座の時間だけは私の好き放題。これがいいんです。

				　やり方は、まずは丹座になっていただいて、極楽を思い描いていただきます。思い描けない方も結構いるかもしれませんけど、なんとか自分なりの極楽を想像してください。最初はよくわからないから「お花畑かなぁ？」みたいなところから、「あれ？　なんだろ？　パチンコでジャンジャンバリバリ出玉出放題」とかね。なんでもいいですよ。食べたいものが山のように出てきて、次から次へと「あれはどうですか、これはどうですか」と天女のような人たち
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				がサービスしてくれるとか、そんなのでもいいです。中途半端はいけません。とにかく自分にとっての極楽ですから、恥ずかしがることはまったくありません。

				　こういう人もいました。金塊が積んであるとかね。きれいなていで収めようとしないでください。純粋な欲求のママが一番いいです。自分がこれぞ極楽だと思う世界を描いてください。適当にこのあたりで手を打っておこうかなんて考えると満足しないんで、本当に何がいいか自分にちゃんと聞いてください。それを丹田に思い描いてください。そのあと誘導しますので、とにかく極楽を思い描いてください。極楽ですから、まじめな顔して、眉間に皺を寄せたらダメですよ。ワッハッハ、気持ちいい、この上なーいと
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				いう状態をイメージしてください。

				　では実際にやりましょう。軽く目を閉じてください。

				　どんどんイメージを盛ってください。ものすごく詳細に。たとえば、草むらを歩いていたら、足の裏はどんなふうか。たとえば、シューズの裏から伝わってくる感覚。小枝を踏んだらどうか。匂いやお日様がどこから照っているか。ことごとくイメージしていきましょう。これがあったらいいな、これもあったらいいなというものをどんどん足していきます。幸せすぎて笑い声が出てもいいですよ。

				　美味しいものを食べているなら、その味、噛み心地、鼻に抜ける香り、一緒に食べている人たちの表情など、その時の感覚を丁寧に感じていくのです。
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				　イメージできましたか？　では、その丹田の極楽を三十七兆とか六十兆といわれる細胞ひとつひとつに渡していきましょう。まずは丹田に近い小腸から行きましょう。それでは小腸にある細胞、何個あるかわかりませんけど、テニスコート一面分くらいある大きな細胞の塊ですね。その小腸の細胞ひとつひとつに伝えていきましょう。たとえていうなら、明太子のタラコのつぶ一個一個にこの極楽がバァーッと移っていく感じです。腸が超幸せです。腸を「ウハーッ」気持ちいいって感じにしてあげましょう。では小腸全部に移してあげましょう。そして細胞が、「気持ちいい、気持ちいい、気持ちいい」っていってるのを感じましょう。もしくは想像しましょう。
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				　次は大腸に行きましょう。大腸はおなかをぐるっと回っていますね。大腸の細胞ひとつひとつも丹田の極楽を受け取って、「ああ、気持ちいい」って言ってます。ひとつひとつの細胞が、パパパパパァーって変わっていく感じですね。

				　次は生殖器に行きましょう。子宮、卵巣、睾丸、男性も女性も、それぞれの生殖器に極楽なエネルギーを分けてあげましょう。

				　そしたら、肝臓にも上げましょう。腎臓にも上げましょう。膵臓にも上げましょう。胆嚢にも、盲腸にも、胃袋にも、気持ちいい、極楽。

				　両方の肺にも、心臓にも、喉、口のなか、舌、歯茎、前歯、

			

		

	
		
			
				大愛瞑想

			

		

		
			
				85

			

		

		
			
				奥歯、それから鼻にも、目にも、幸せ〜。そして、脳みそにも上げましょう。前頭葉、後頭葉、側頭葉、右脳に左脳、海馬、視床下部、脳下垂体、全部の脳の組織に、この気持ちいい極楽を上げましょう。今度は、髄液にも上げましょう。体液にも上げましょう。それから骨、体中の骨全部にもあげましょう。頭蓋骨から頸椎、背骨、腰椎、肋骨、足の骨、腕の骨、大腿骨、全部にあげましょう。軟骨にも上げましょう。そして血液にもあげましょう。すべての血管の、すべての血液の細胞に、ヘモグロビンも白血球も、マクロファージも、キラー細胞も、全部に上げます。そして筋肉にも筋膜にも、それから皮膚、毛穴、毛、すべての毛髪、全部に上げましょう。
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				　足の裏にもあげてくださいね。手のひらにも上げてくださいね。耳にもあげてください。あげてないところはないか、全身をくまなくスキャンして、大丈夫ですか？　全部に行き渡りましたか？　極楽にまみれています。

				　はい、それではゆっくり目を開けてもとに戻りましょう。

				　ぜひこれを寝る前にやってください。寝る前にやるとすごくいいです。一日に起きたことを全部忘れて、極楽。なんでもいいので、極楽を想像して、細胞に渡してあげてください。それで、細胞に行き渡っているときに、細胞が喜んでいるという感覚をぜひ味わってください。それで、細胞がバァーッて変わっていくときに、その反応を体で表し
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				てみてください。「あー、幸せ」って身震いしたり、万歳したり、表現してください。「あー、幸せ」ってときに動作が何もないのは肉体的にあり得ないので。

				　極楽丹座によって、自分の欲求を満たしてあげる。顔を上に向けるだけでも物事が前向きに考えられるようになるって聞いたことがありませんか？　または口角をあげるだけで気持ちがポジテイブになるとか。からだの全細胞に極楽な感じを伝えることで、魂のもとの状態を思い出させるのです。現実の世界にはかなわないことがいっぱいありますからね。
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				　　　自分を愛する・その1

				　自分自身のことを愛してあげることはとても大事なことです。でも、私たちは「愛」のことをあまり知りません。愛されたいと思うけど、「愛ってなに？」と聞かれると、明確に答えられませんよね。自分自身のことを愛してあげてないと、その先に進んでいかないんです。なので、自分のことを愛してあげてください。方法はふたつ。

				　方法のひとつ目は極楽丹座にとても似ています。今の極楽丹座は「私の欲求の通りに、その欲求が達成された喜びを全身に伝える」これが極楽丹座。

				　自分を愛する方法の1は「細胞の言葉を聞く」です。
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				　あなたはどう思っているのかなというのを聞いてあげる。さっきは自分がやりたいこと、今度は細胞のやりたいことを聞いてあげる。これを愛することとしています。

				　やってみましょう。まずは丹座の状態になります。わかりやすいのは胃袋です。丹座の状態で胃袋を上から触ってあげます。手のひらから数センチ入ったところにあるその胃袋には、いっぱい細胞があるんです。その細胞ひとつひとつを丁寧に感じながら触ってあげます。「どうかな？」って。「なに考えているかな？」って。胃袋をつるんと触るんじゃないですよ。ここにだって細胞は何億あるかわからないのです。このたくさんある細胞ひとつひとつを、指でテコテコテコテコって触っているような感じ。その細胞ひ
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				とつひとつには個性があって、みんな意識がある。そういうイメージで触ってください。そして何を言っているか聞いてみてください。

				　なんて言ってますか？

				　胃袋が伝えてきてくれたことに誠実に返事をしてあげてください。

				　では、ほかの臓器に行きましょう。

				　自分がここの話を聞きたいなと思うところに手を当てて、聞いてください。

				　調子が悪いといわれているところがあったとしても、先入観なしで細胞の声を聞いてあげてくださいね。思っていることとは違った答えが返ってくるかもしれない。
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				　何かが聞こえてきたら、誠実に答えたうえで、感謝なり、「愛しているよ」なり、何かを与えてあげてください。「よーしよし、ありがとう。愛おしいよ」って気持ちを返してあげましょう。

				　では、実際にやってみてください。やったらゆっくり戻ってきてください。

				　どこでもできます。ちょっとした合間にでもやってあげてください。悪いところに触るときは、悪いからネガティブなイメージを持ちがちですけど、それは絶対持たないでください。丹座しているので本当は持たないはずなんですけど、心はあっという間にシュッと戻ってしまうので、素直に細胞が感じていることを感じてください。そうやって
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				タッチしてあげる。これをすると、自分自身を感じることができるのと、自分の臓器を感じているとき、感性をすごく育てます。なので、大愛瞑想をするときの相手を感じる感性がより深くなります。ぜひやってください。

				　　　自分を愛する・その二

				　では、自分を愛する方法の二をお伝えします。

				　できれば風景のいいところでゆっくり歩きながら、自分が何を感じているのかを感じてほしいんです。一歩ずつ歩きながら、「いま何を考えている？」「何を感じている？」「楽しい？」って。「天気がいい」と思ったら「天気がいいと思っ
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				たんだね」って思ってください。

				　ゆっくり自分を感じてほしいんです。これってすごい大事なんです。自分が何を感じているかって、結構無視しがちな方が多いです。

				「あせっている」と思ったら、「あせっているんだね」って。もしくは寂しいと思っているなら「寂しいんだね」と。どんな自分を感じてもいいです。そしてそれに相槌を打ってあげてほしいんです。否定とか、がんばれとか、そんなんじゃなくて、共鳴してほしいので、「そう思っているんだね、そうか」って。そして大愛のように「よーし、よし」って。うれしそうだったら「うれしいか、よーし、よし」って、寂しそうなら「寂しいか、よーし、よし」って。感じ
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				てあげてください。すごくゆっくりです。

				　慣れてきたらどこででもできます。自分の思っていることを感じるのは、いわば感覚のメタ化です。「何かを感じている自分」を感じることで、その感覚への没入と客観化をほぼ同時にするのです。つまり「寂しい」と思いながら「寂しい自分」を意識し、その自分を「よーし、よし」と癒すことができるのです。

				　宇宙はあらゆるところで入れ子状態になっています。ロシアのマトリョーシカ人形のようなものです。宇宙のなかに私たちは生まれました。なぜなら、宇宙が自分の姿を確認したかったからです。私たちを通して宇宙は、自分の姿を確認しています。それと同じように、私は、私の感覚を
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				通して私を認識することで癒されるのです。これは与えあう渦のひとつです。

				　　　花の瞑想

				　瞑想で自分の花を咲かせてみます。胸の上にある中丹田に花を咲かせます。これはやってみたらわかります。まずは丹座の状態になってください。そして胸の丹田を心地いいですよという波動のエネルギーで満たしましょう。いい感じですよ、心地いいですよ、気分いいですよって状態にします。ようはホクホクしている感じですね。そういうふうな想像をしていくというよりは、自分の気持ちを上げ
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				て、いい感じだよというエネルギーに変えてあげます。

				　胸がパアッと開いて、「心地いいですよ」という状態です。たとえていうなら、こんな感じです。結婚式に出て、新郎新婦が目の前を歩いているときに微笑ましいなぁって気持ちが胸に湧いてくる。そんな感じ。ほほえましぃ。そのホクホクッとした気持ち。たとえば自分が好きな俳優さんとかタレントさんが目の前にいて、そうすると自然と胸が開いてホクホクしますね。そんな感じ。なんの条件設定もなく、その胸の境地を作ってあげます。十分にホクホクしたエネルギーを貯めましょう。心地いいですよ、気分いいですよと。

				　実際やってみましょう。
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				　心地よいエネルギーが中丹田に溜まりましたか。もう少し貯めていきましょうね。

				　十分に溜まったら次の段階に行きます。胸に溜まったエネルギーを、今度は喉のチャクラまで引き上げていきます。吸う息と一緒に、からだの中で吸い上げてあげましょう。何か当るものがありませんか？　なんとなく雲っぽいなとか、なんか固いなとか、ゴツゴツしているなとか、そういう当るもの、違和感の感じるものを感じましたら、その瞬間に口をパッと音を立てて鳴らしてあげてください。口のなかの空気を少し抜いて、一気に唇を開くと、唇がパッと鳴りますね。それをするのです。それと同時に当るもの、違和感のもとを解放してください。
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				　そしたらホクホクしたエネルギーを胸にもう一回溜めてください。気持ちいいですよ、心地いいですよっていうエネルギーを溜めて、十分に溜まったら充分にのどに吸い上げて、当るものがあったら、「パッ」。これを繰り返します。

				　また胸にエネルギーを溜めて、しっかり溜めてくださいね。心地いいですよ、気持ちいいですよ、いい感じですよってエネルギーを胸に溜めて吸い上げます。何か当るものがあったら「パッ」。出そうとしないで、ただ口を開けて解放してください。

				　当るものがあるあいだ、それを繰り返してください。

				　頭をゆっくりと振ったりしながら、どこかに違和感の溜まったところがないかなと探しながら、そして当るところ
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				があったら「パッ」。

				　どんどん解放しましょう。すごく大事なことですよ。これはすごい変化を生みますので、やってくださいね。からだを左右に振ったりとか、心地いい状態で継続してください。

				　それではもう一度胸にエネルギーを溜めていきましょう。気持ちいいですよ、心地いいですよ。いい感じですよ。

				　充分ホクホクしたエネルギーが溜まって心地よくなって、違和感がすべて解放されたら自分に問いかけてみてください。

				「私の胸の丹田に一輪の花が咲いているとしたら、何の花ですか？」
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				　考えないでください。考えは四次元です。インスピレーションで感じてください。

				　その花はいまのみなさんの波動のエネルギーです。波動のエネルギーの象徴です。

				　その花をよく感じて、その花の境地を真似してみましょう。自分自身に移していってください。いまここで、その花のように咲いてみましょう。花びらはどんな形をしていて、どんなカーブをしているか。それは花それぞれ違いますが、その花がこのように咲きたいという境地です。自然の表現です。その花のようにいま咲いてみてください。その花のような佇まいに。

				　その境地のママ、目を開けてみましょう。
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				　その自分の胸に咲いた花、この花のように、日常の中で咲いてみてください。そのようにいる。バラならバラのように。菊なら菊のように、ユリならユリのように。香りやめしべおしべは、花によって違います。そのあり方を自分に移して、そのままにいてください。自分の中で、一番高い境地の状態の佇まいになります。この状態になっていると、いろいろ細かいことが考えられなくなります。些事が気にならなくなります。

				　こういう境地で人と接していたとしたら、繋がり方が変わる感じがしませんか。こういう境地でひとりでお茶を飲んでいるのもいいですね。この繰り返しが、日常の境地のベースを上げます。霊層が上がっていきます。
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				　境地が変われば花も変わります。花は考えることで選ばないでください。この花がいいとか、あの花がいいとかというふうに考えず、素直に感じてください。インスピレーションに従ってください。

				　何の花か花の名前がわからない場合もあります。それはそれで問題ありません。何かなぁって感じてみて、その花のようにいてください。その花を図鑑などで探すのも楽しいものです。

				　花を感じても、そのすべてが見えないかもしれません。私は白い菊を感じるのですけど、花の下側を感じます。きっとそれにも意味があるのだと思います。そのようにはっきり見ようとするのではなく、感じることに重きを置いてく
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				ださい。

				　これは日常の、お茶碗を洗っているときとか、掃除機をかけているときとか、そういう日常を過ごすときにやってみてください。「こんな些末なことをするのか」と思ってしまうときに、ぜひ胸の丹田に花を咲かせてみてください。同じことをするのでも違う感じがするはずです。暮らしのいろんな場面に楽しみながら取り入れてみてください。自分への愛が高まり、暮らしの潤いがはっきりと現れてきます。
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				第四章　大愛瞑想を深める
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				　　　些細な声を大切にする

				　日常の中で、たとえば仕事でトラブルがありましたとか、もしくは家でもめましたとか、もしくは自分が満足いくような答えになりませんでしたなど、そういう不満足なとき、もしくは満たされてないとき、そのときに「満たされてないと思ったんだね」と、もしくは「いまのが嫌だと思ったんだね」って、感じてあげてください。自分が言わない限り誰も言ってくれませんからね。感じて、共鳴してあげる。つまり、何か困ったことがあったとき、それを感じている自分を感じるのです。「自分を愛する・その二」を実践するのです。
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				　ついやってしまうのは「次のときには、がんばんなよ」とか言ってしまうこと。そういう考えはいらないです。すでにあなたはがんばっていますから。がんばりは十分です。受け止めてあげてください。

				　みなさんにいま、七歳くらいの男の子がいるとします。学校から帰って来たときのことを感性を使って感じてみてください。その子が学校から帰って来たときに機嫌悪そうだったとします。親ならその感じから「お友達ともめたね」とわかるわけですよ。それを怒った口調で「どうしたの、何があったの」と聞いたらその子はきっと何も言わなくなってしまいます。

				「おやつ食べる？」とかいいながら、「学校どうだったの？」
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				とか聞いて、相手が話すのを待つ。男の子が「あいつがこうでさ、ああでさ」とかって言ったら、「そうか」って。「よーし、よし」って、大きい気持ちで「そうか、そうか」って聞いてあげる感じ。これに近い感じで、自分の内側に溜まった嫌な話を聞いてあげるのです。

				　相手が女の子だとおしゃまさんだから、ちょっと手強くなりますよね。男の子だと素直だからぷーってふくれて帰ってくるところを思い浮べましょう。「ママに聞いてほしい！！」みたいなね。そんな感じ。隙間を与えてあげて、寄って来れるようにして「どうだった、今日学校？」って。そんなふうにしてあげている感じ、それに近いです。そうやって話を聞いてあげてほしいんです。「嫌だったんだね、
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				そうか」とか「うれしかったんだね、そうかよかったね」とか。いま私はうれしいと思っているんだなとか、いま私は悲しいって感じているんだって、感じてあげてほしい。大人になった人ほどそういう内側の些細な声を無視しているから。無視した分だけ溜まっちゃうの。ぜひやってみてください。

				　　　大愛で育つもの

				　大愛の成長プロセスを説明したいと思います。どのように変化していくのかということを説明いたします。

				　Ａ、Ｂ、Ｃ三つあります。
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				　如意自在になる前の私たちの変化です。

				　まずＡの段階。一番軽い段階です。抱っこする赤ちゃんも明るく、私も気持ちが明るく、「いい子だね、よしよし」とできる。これが一番ライトです。このときは気づきもあるし、プチ悟りもあるかもしれませんけど、そこそこな感じです。心と魂の分離、解決力、現実への作用というのもライトな感じです。日常が気持ちよくなります。なんとなくまわりもいい感じです。はじめて大愛瞑想をした方は、まずはここを目指してください。

				　次のＢになると、相手を深く感じていくという段階です。このときに語彙力が必要になります。相手を感じて共鳴してあげるというのは、相手はどんなことを感じている
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				のかインスピレーションの中で受け取りつつ、「あ、これかな」と言語化してあげることができる。これが大事なことです。言語化できるということは作用を生むきっかけになります。具体的にならないと作用って生まれないんですね。なので語彙力が必要です。深くなると「如」という状態になります。これは深くなった状態で、自分がいるのかいないのかわからないような状態に一瞬なるんです。カチンと切り替わる状態になります。切り替わると、ここから一段と深くなっていきます。インスピレーションがいっぱい自分に働きかけをしてくれて、気づきをいっぱいくれます。

				　その次、Ｃの段階。これはもっとも深い状態で、人を許
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				す、愛の一番深い状態。どんな感じに許すかというと、その人の因縁すべてを許したくて仕方ないという摩訶不思議な状態になるんですよ。「私とは関係ないし」という心の声も聞こえてくるんですけど、でも、本当にこれは面白いです。自分が誰かを「よしよし」としている後ろ側から、ものすごい迫力で「許す」というのが来るんですよ。ボワーンッて。私たちの肉体よりも大きなエネルギーで、扱いきれなくて、許したいのに許しきれない、どうしようって感じの大きさです。それで感極まってくる。「ああー許したい」って感じでドーンと来ます。そうすると胸が開いて、上丹が開いて、宇宙や魂と繋がるようになって感じるようになります。
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				　こういうふうに変化をしていきます。このことが愛とどのように関係があるのでしょう。

				　私たちが望んでいる愛の状態とはどんな状態ですか？　それは天地宇宙の愛の状態です。この天地宇宙の愛の状態というのは完全な許しなんです。完璧な。ただ天地宇宙が愛の状態で許しているよという環境をこの場に与えてくれているのに、私たちの心はそれをさえぎるんです。見ないようにする。または見せないようにする。自らのをさえぎったり、誰かのをさえぎったりするんです。

				　そういうことを繰り返してしまいます。

				「魂が解放されてスペックのいい状態」というのは完璧な癒しの状態なんです。こういうことはありませんか？　相
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				手の何かがイヤだなと感じたとき。はじめはイヤだから避けるのですけど、ポッとその理由がわかってしまうときがあります。すると「なぁんだ」と許してあげる。

				「先に理由を言ってくれればもっと早く許したのに」

				　そんな体験ありません？　一年に一度は似たようなことを言ってません？　もっと先に言ってくれれば許すのにって。人はわかれば許すんです。それが私たちの特徴と言ってもいいでしょう。あまり意識してない特徴かもしれないけれど、たいていわかったら許すんですよ。これがもとの働きです。私たちの魂のこの状態は、天地宇宙のもっとも自然な状態となんら変わりはないのです。だから大愛をしてようがしてまいが、目指している成長はこういう天地宇
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				宙の高次元的成長なんです。

				　いきなり、人に好意すら持ってないのに、「あなたのこと全般的に許せます」ってありえないじゃないですか。でも人はプロセスとしてこういう変化を経つつあるんです。

				　天地宇宙の愛がね、私たちの目指していく先だと伝えましたけど、なぜ目指している先かというと、この現実界に私たちは心を修養しにきています。先ほど説明した霊界を上げていく、囚われているものを少なくしていく。そのために来ています。

				　仏教的に言っても現実界は「修行」であり「苦行の場所」であり、磨いていく場所なんです。

				　この心を磨いている場所で、磨いていって、本当はもと
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				の状態、魂の状態に帰れば、心の囚われに負けることが一切ないんです。現実界に生きていても、何があっても、なんでもない。囚われる必要が一切ないんです。実在した人で、キリスト、マリア様、ブッダなどはそのような状態になった人たちですよね。

				　こういう方々、仏様っていっぱいいますよね。観音様、如来様、この方々が仮にですよ、「いやー、今日ちょっとお腹が痛いのであなたのこと救済できませんわ」なんて言ったら、おかしな話じゃないですか。「今日は○○如来とデートしたいから別の日に来て」なんていわれたら、「あり得ない」って話になるじゃないですか。心に囚われない状態で、魂を輝かせて、自分自身の目指している部分、こ
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				れを達成しようとする力が強い人、強い魂が、一年、二年じゃないですよ、何年もやっている訳ですよ。何千年かもしれないし何億年かもしれない。その人たちのことを私たちは「ありがたい」って言って、仏像に向かって拝む訳でしょう。観音様においては、三十三にも姿を変へんげ化して衆生を救済いたしますという発願をしている訳です。みんなが救われるまで私は向こうには帰りませんと言った。いまそうやって地上で心の状態を磨こうとしている人たちを助ける側に立って、一ミリもそのお約束からぶれない魂の強さを持っている方が、私たちの救済をしてくださる方々なのです。実は神も仏も、それこそが私たちの本当の姿なんです。私たちの魂は救済したいんです。
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				　本当は救済側にまわれたらいいんですけど、心が邪魔してそうはできないと思い込んでいる。だから私たちは人の役に立てなかったことや、自分のことだけ優先したとき、何となく嫌な気持ちになるんです。そういうことが起こるのは、もともと私たちは他人を豊かにするという大前提があって、そのために貢献して、みんなで豊かになろうという輪の中にいる。そういう八〇年、九〇年の人生を送っているんです。悔いが残ると生まれ変わって、続きをやっていくわけです。それで解脱した方、解脱ということは、心の世界から離れていった方が、仏様になる訳です。

				　だから私たちの素質は、救済、許すことにあるんです。人を助けるには全部を許さなければなりません。「あの人
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				のここはイヤ」とは言えないんです。「知ってますよ、あんなことやってしまいましたよね」と思いつつも、知っているけど救済する訳ですよ。

				　だから私たちは、心の状態を離れて、一番豊かな状態になったとき、「魂、宇宙、ワンネス、大愛」と同じ状態になって、そのときの境地を与えたい。豊かにしたいという発想がベースとなって「人生を送る」んです。そのためにいま生きています。

				　こんな話が法華経の中にあります。弥勒菩薩、つまりマイトレーヤーさんが五六億七千年後に現れて弥勒の世を開くと言われています。この方の先生というのは文殊菩薩なんです。文殊菩薩と弥勒菩薩の会話が序文に載っていま
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				す。それには弥勒様の前世について「あなたはこういう名前だったんですよ」「私の弟子でした」と文殊菩薩に言われるんです。何百人もいるうちの一人の弟子でしたと、その弟子の中で一番不真面目で、話を聞かなかった人があなたですよと。

				　面白くありません？　可能性を見出してきません？　なんか行ける気がしてきません？　来世みんな弥勒になるんじゃないかって。仏様もそうやって輪廻しながら成長されていって、解脱されていっているんです。そういう世界観の中に私たちの魂も心もあります。

				　私たちが自分で感じるようになります。感覚が開いてきて、元の様子が開いてくるので、どのようにいたらいいの
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				か、宇宙はどうなっているのかということを、皆様が胸で受け止められるようになります。

				　仮に受け止めたときにはそれが絶対だとは思わないでください。必ず進化しますから、自分のいまの心の状態が受け取った最高の宇宙観はこれ、というものが毎回更新されるようなものだと思っていてください。

				　ぜひこのような作用が体験できるくらい楽しんで取組んでみてください。

				　大切なのは相手を深く感じていくということ。ここをいまから説明していきます。
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				　　　相手を深く感じる

				　相手を深く感じていこうとすることがなぜ大事かというと、受け取る感性が広がるからなんです。相手を感じようとしなければ、受け取る感性が狭いままなんですね。感性を受け取る部分が広くなるように相手を察し、しかも相手の波動も察していきます。

				　丹座をしてクッションなどを抱き、そこに誰かの赤ちゃんの頃をイメージしてください。手で触った感じ、この赤ちゃんの表情。「何考えているかなぁ」。たとえば機嫌が悪そうだとしたら、「なんで機嫌が悪いかな？」ここから語彙力が必要です。例えばこれかな？　それともこれか
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				な？って。何が当てはまるのかを言葉にしていきます。

				　たとえばこういうのと同じ。ご家族が機嫌が悪いとき、なんで機嫌が悪いのかってすぐわかるじゃないですか。「ああ、あれがあれだな」みたいなね。もしくはわからないときに「何だろうな？」と考えて「友達ともめたかな？　違うっぽいなぁ。会社でなんかあったかなぁ、会社じゃなさそうだな、なんだろうな」みたいなふうに考えますよね。「ああ、昨日そういえばお母さんから電話があったな」とか、ね。「ああなんか言われたのかな」みたいなふうに手がかりを探しながら察していく。そういうことをしますよね。それと同じように、このエネルギーとして抱っこしている赤ちゃんに対して、なぜ今こういう状態なのかなっていう
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				ことを深く感じてあげるんです。なんとなくたとえば、こうギュッと固くなっている赤ちゃんだったら「なんで固くなっているのかなぁ？」って。その固さと、日常のその人のあり方が似ているかもしれません。ああこの固さと、人と接しているときのこの人の固さが似ているな。

				「私は大丈夫です」みたいな言い方をよくするとします。それってバリアっぽいなと感じてあげる。囚われのないほうがいいじゃないですか。もっと柔らかい対応ができたほうが物事はスムーズになるでしょう。そういう愛がひらめいたときは「なんで固くなっているのかな？　これはいつから始まったのかな？」って、感じてあげたいと思いません？
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				　今は心をともなって聞いているので、憶測とか予測とかに聞こえてしまいがちですけど、大愛の状態でやれば丹座してますから、もとの魂の愛の状態から「この人がよくなったらいいな」っていう豊かさを与えるエネルギーとともに、その相手を感じてあげたくなるんですよ。これがおせっかいとの大きな違いです。このエネルギーで感じてあげると、相手も不快な気持ちにならないんです。「なんでかな？　どうしてかな？　固いな、これいつからかな？　社会人になってからかな？　どうかな？」って。単なる想像じゃないですよ。相手に聞くんです。赤ちゃんにね。で、赤ちゃんに聞くって設定しながら、宇宙空間に聞きます。宇宙に「もしもし」って聞いたら答えてくれませんけど、赤ちゃ
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				んを介して、「相手に幸せになってほしい」だからヒントをくださいみたいな状態になるんです。

				　だから赤ちゃんに向かって、「どうしてこんなに固いかな」って「何かな？　いつからかな？　嫌なことあったかな？」って。「きっかけになった出来事あっただろうな」とか想像しながら、こう背後に聞き耳を立てるみたいな感じ。それで「どうしたかな？　なんでかな？　中学校の頃かな？　小学校の頃かな？　あ、そういう問題じゃないな、これは基本的な本人の個性だ。すごい小ちゃいときから持っているんだ」とかね、そういうのを発見したりするんですよ。たとえばそれが「前世から持っているようなものだったんだぁ」とか、そういうふうに深まっていくとき
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				に、違う切り口のインスピレーションが出てくるんです。ようは相手に対して深まっていけばいくほど、私たちの心と魂は分離していって、もとに戻っていきます。

				　もとに戻ると、たとえば前世で裏切りにあったとか、ものすごく期待をして人と繋がっていたんだけど、裏切られた経験があって、それが傷になっていて、いま人と真っ正面からつき合うのが得意じゃなかったんだ、みたいなインスピレーションがパァーンと湧いてきたりします。　

				　それによって私たちの心が開きます。胸が突然パーンと開くんです。それが「如」の状態です。そのインスピレーションのくれる想像が正しいかどうかは問題にしないでください。冒頭でも申し上げたように、大愛が開くために必要な

			

		

	
		
			
				大愛瞑想

			

		

		
			
				127

			

		

		
			
				シチュエーションが設定されます。だから私たちがそれによって胸が開けば、何度もやってこなれてくれば「本当にそうだったんだな」って思えるようになります。感性も開いてきます。まずはそのような感覚が正しいかどうかは問題にせず、胸を開いて乗っていくというのが非常に大切です。乗ったときに私たちが「そうか」って納得し、できれば許すという状態まで深く行けたら大愛が開きます。そうすると開いた大愛によって相手も自分たちも豊かな見えない渦に包まれます。そういうサイクルなんです。私たちはより大きく愛が開いていきます。宇宙的な愛がどんどん開いていって、日常でも愛が開いてきます。それがこの「如」が基準になって「如」の状態が迎えられるようになってく
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				ると、日常での気づきがどんどん増してくるので、大愛をしているときだけじゃなくて、日頃に普通のおこないの中で、「ふっ」とひらめきが湧いてきたりとか、整いが生まれることが増してきます。

				　得られたインスピレーションははじめのうちは他人に話さないほうがいいでしょう。そのインスピレーションが正しいか正しくないかより、大愛が開くことで生まれるエネルギーの渦が大切です。インスピレーションが正しいか正しくないかという考えは心のことなので、四次元のことであり、その霊層を高めていくことが私たちの仕事なのです。霊層が充分に高くなるまで待ちましょう。
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				　　　相手を深く感じる・実践

				　深くやってみましょう。

				　それでは丹座の状態になっていただいて、どなたかおひとりを抱きしめてみましょう。できればニコニコしている子ではなく、なんとなく寂しそうだなという思いをしている、苦しそうだなという思いをしている子を想像してください。

				　はじめてみてください。

				　相手を感じてみてほしいので、ギューッと抱いて、そして自分の気持ちを乗せていきます。相手の目を見て頬擦りしたりしてください。
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				　深くなるときは腹筋にちょっと力をいれて、おへそのまわりの縦の筋肉に力をいれてあげると安定しやすくなります。

				　今抱っこしている赤ちゃんにひとつ感性を足してあげます。願いを足してあげましょう。いま悩んでいる、苦しんでいる、この状態がなくなって、豊かな感じになったとしたら、そのかたの日常って、変わる感じがしません？　心が豊かな感じになる時間が増える感じがしません？　それから仕事、人間関係がうまくまわっていくような感じがしません？　それをイメージして上げてください。ああ、今のこの状態がなくなった。人とうまくつき合って、気持ちいいって彼女が感じている。彼が感じている。この赤ちゃ
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				んが感じている。という想像をしてみてください。よかったねっていう想像です。いまの不安や苦しみがなくなって、愛にあふれて、そして友人知人たちとか、会社の人たちとかと、気持ちよくコミュニケーションを取って、家の中でも気持ちよくコミュニケーションが取れて、「ああ、生きてて本当によかった」って実際に思っちゃうくらい、ホッとするエネルギーをその子が感じているというイメージを思いっきり持ってください。そして、「あーよかった」って、なんて気持ちよくて清々しいエネルギーが胸から出ているんだろう、この子は。そんな感じに想像してあげてください。

				　思い描けましたか？　そしたらもう一段階上げていきま
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				すね。同じ思いの人、世界中にいっぱいいると思いませんか？　たくさんいる。たくさんいる同じような人が、いまイメージしたように気持ちがよくて、清々しい状態に全員がなったとしたら、すっごい素晴らしいエネルギーがその場に生まれて、みんな胸が躍動して、気持ちいいっていうエネルギーで地球が一杯になるような気がしません？　そういう想像をしてみてください。同じ思いを持っている人たちが、こんなふうに変化したらいいねって、豊かだねって。そして、この地球中がそのエネルギーにあふれていて、自分もそのエネルギーで身震いしましょう。なんてすごいエネルギーなんだって。なんて豊かなんだって、なんて気持ちがいいんだって。そして地球に提案してください。宇
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				宙に提案してください。こんなんだったらいいよって。このようにして下さいっていうのはいらないですよ。みんながこういうふうに変化したらいいよねって。あなたも望んでいるでしょう。ねぇ、地球って。ねぇ、宇宙って。だよねって共鳴してください。私もそう思うのって。いいよねって。世界中の同じ悩みを持っている人たちが、本当に解放されて豊かになって、その幸せな波動で地球が満ちていて、それを自分自身にフィードバックさせてなんて幸せなんだって。なんて愛おしいんだって。なんて素晴らしいんだ、ねぇ地球って。

				　それでは地球になったつもりで、この赤ちゃんを地球として抱っこしてあげましょう。大きな愛で、よーしよしっ
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				て。いい子、いい子。私の子ってくらいで。いいね、愛おしい。すべての豊かさを与えて、すべてを許していてくれる地球そのものになって「よーし、よし」。

				　ゆっくりそれでは収めていきましょう。

				　本当は一ヶ月に二回、一時間半でも大愛瞑想の機会があるといいんですよ。そうすると成長はめっちゃ早いです。

				　もとに戻るだけですから、その手段がわからなかっただけ。でも今は深くぎゅうって入っていっていただいて、なんとなく、自分を越えた何かがある感じがしません？　心の存在を越えた。なんだからわからないけど、全部いいよって言って上げたくなるような。これが本当ですから。気持ちがよくて気分がよくて、許しているとか、慈愛にあふれ
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				ているほうが本当の状態です。

				　　　宇宙は愛でできている

				　とても深い愛の状態を体験していただきました。もとの宇宙の話をしたいと思います。はじめは理解しにくいと思います。形のある愛じゃないので。ただ感覚の中でつかんでいただいて、こういうものかなと深めていただいて、ゆっくり深めていけばやがてこういうことなんだと感じられるでしょう。もしくはこの瞬間にわかってしまうかもしれません。

				　この宇宙すべて愛でできているというふうに言われてい
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				ます。わたしもそう思っています。実際そうです。ただ感じないだけ。感じないのはなぜかというと、四次元側にいるからです。五次元側にいれば感じるんですけど、ただ感じている自分自身というのは魂なので、それをいいとも悪いとも思わない訳なんですよ。感じていようが感じていまいが魂にとっては関係ないからです。

				　理解したいと望むのは心なんです。心が「ああなるほどこれが愛なんだ」と言いたい。大きな愛を理解できれば、もとの愛で理解できれば、日常の愛に対する意識、これもより良くなってきます。

				　この愛を理解するには「愛」という漢字を一度捨ててください。この字で「愛」を感じるのを辞めてください。こ
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				こからはこの宇宙の愛を「あい」と書きます。

				　宇宙が「あい」でできているというのは、わたしたちが普段感じている愛、一番欲しいと思う愛とは、まったく異なります。全然別物です。私たちが想像しやすい愛というのは「人から愛される」「愛を受ける」「愛されていると感じる」。お互いがアメリカの映画みたいに思いあっているみたいな、これを愛の基準にすると、宇宙の大きな「あい」はわかりません。「愛」は肉体があって存在するので、もとの「あい」の波動を受けてそれが可能になっているんです。

				　この宇宙が「あい」でできているということを理解するには、人間的な「愛」「いとおしい」ものとはちょっと違
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				うことを感じてみてください。

				　キリスト教ではそれをわかりやすく表現していて、聖書の一文を借りると「愛は寛容で親切」ということです。抱き合うような男女の「愛」とはちょっと違いますね。「人を疎まず、自慢せず、礼義に反することをせず、自分の利益を求めず、怒らず、不正を喜ばず、真理を喜ぶ」。これが「あい」なんです。仏教的に言うと「仏や菩薩が人々を哀れみ、苦しみを取り除き、楽しみを与えること、それを慈しむこと」を「あい」として説いています。

				　ギリシア神話では、愛の神はエロス、言い方を変えるとキューピットですね。天地ができてはじめてカオスに次いで生まれた神なのです。宇宙がわーっとできたら愛がすぐ
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				できるんですよ。この空間ができたよ、まだカオスだよってところに愛がドーンなんです。重要ですね、この位置づけ。

				　このギリシャ神話の愛が「あい」なんですね。この世がなんでできたのかというところに由来するんです。私たちのこの世の中は、この宇宙も含めて、心が向上するために作られています。四次元を向上させていくためにこの世の中が作られました。

				　三次元というのは、天国にいる人から地獄にいる人まで、いい人から神様まで、どんな所にも繋がろうと思えばつながります。努力によって、自分自身が向上していくこともできます。それが三次元の良いところです。

			

		

	
		
			
				豊かな世界への入口

			

		

		
			
				140

			

		

		
			
				　四次元五次元はというと、普通の立体ではない世界です。立体ではない世界はどうなっているのかというと、霊層です。その層に一度入ったらなかなか出てこられません。気分を変えたくなるきっかけがない限りその気分から出にくい、それが霊層です。

				　一番のもとは魂の世界というか、もともとこのすべて「魂、宇宙、ワンネス、大愛」しかなかったんです。すべての状態はみんな共鳴しあっていますね。違いがない訳です。そこに「いいか悪いか」という価値観の違いができたとしたらどう思います？　いいだけだったら何ともない訳ですけど、疑う、憎しむ、蔑む、悲しむ、疎む、憶測する、そういう気持ちがわあっと湧いてきたんです。その結果、
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				こんな会話が生まれたかもしれません。

				「いやさぁ、アマテラスがそういったけどさぁ、本当は逆じゃない」

				　みたいなね。

				「だってスサノオがさぁ」とかね。

				　疑う心がこの五次元以上の中から生まれたんです。それが心です。

				　エデンの園の話もよく似ています。もともとは神と等しい状態で一緒の環境に住んでいたんだけれども、知恵の実を食べました。ようは四次元ができましたって話なんです。知恵の実を食べたら、「あ、マッパ恥ずかしい」ってことになったんですよ。それまでなんともなかったんです

			

		

	
		
			
				豊かな世界への入口

			

		

		
			
				142

			

		

		
			
				よ。そしたら楽園にいられなくなったんです。マッパが恥ずかしがろうが何だろうがいいじゃないですか。ねぇ。私たち的には。でも恥ずかしいと思う観念が、生まれるのがダメだった訳なんです。汚しちゃったんですね、その世界を。だから追放されたんです。いられなくなっちゃった。

				　もし疑う心がなかったら、いろんなことを一生懸命考えたと思います。どうやったらよりよくなるか。よりよくならないことはまったく考えないんですよ。だってすべて豊かな状態だから。どうやったらよくなるかを考えて、その結果、この三次元を作ったんです。この宇宙もね、はじまりがあります。

				　私たちがその宇宙の創始者だと思ってみてください。宇
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				宙幼稚園をいまから作ろうと考えているとしますね。目的は宇宙のカオスから生命を生み出し、言葉を話す動物を作り、高次元の生命を生み出していく。

				　宇宙ができて一三八億年といわれています。地球ができてから四六億年。それに比べるとホモ・サピエンスが生まれたのはわずか十万年前です。

				　宇宙ができてから一三八億年たって「やったー、ここまで来た」っていう状態が今なんですよ。宇宙ができてから、今日の文明ができてくるまでのあいだ、これを一年のカレンダーにすると、地球ができるのが八月頃。九月中旬に生命が生まれたと言われています。最初の人類アウストラロピテクスが生まれたのは1二月三一日の二一時三〇分頃
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				です。それまで宇宙はいろいろあって、やっと環境が整って、ついに人間が生まれましたっていう状態です。

				　宇宙ではいろんなことが可能になっています。理由や仕組みはわからないけど生命が生まれました。その生命はどんどん形を変えて植物や昆虫や魚や両生類やほ乳類、そして人間にまでなりました。

				　まったく何でも可能だと思いませんか？　岩石のようなものしかなかったはずなのに、生命が生まれてくる。

				　みなさん地球幼稚園創設者と思って聞いてくださいね。

				「どんな環境作る？」「鳥とか作らない？」「木もあるといいね」なんてやっている訳ですよ。

				　そうやって私たちがより良い状態に戻っていくための、
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				考えられたすべての仕組みが「あ」であって「い」なんです。それが「あい」なんです。

				「あ」を言霊として見るとその働きは、何にもないところに火がプンと点いて、すべてが照らされるという意味があります。それから「あ」は天であって自然なんです。アメノミナカヌシの「あ」、アマテラスの「あ」、だから「すべて」なんです。すべての形作られたもののもと、これが「あ」なんです。そして「い」は、ひらがなで考えてくださいね。「い」は右側が水、左側が火、あわせて働くと神の働きなんです。これが生まれる働き。そして「い」は形作られるということなんです。だからイザナギ、イザナミの「い」なんです。
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				　天の意志、自然の状態の意志が形作られるというそのものが「あい」なんです。だから波動なんですよ。あなたからもらうもの、こういうものではなくて、この宇宙を作った計画、願い、そういうものすべてが、「あ」であって「い」なんです。だから天地はすべて「あい」の波動をもって私たちを見ています。この空間も「あい」の波動になっています。「あい」がいっぱいの状態で見ることができれば。目がクリンとした感じで「ふふっ」ていう感じでね。そういうエネルギーがいつでもこの空間にあるんです。私たちがよりよくなるように作られているので、その全部、みんなが豊かになりますように、戻っておいで、という大きなものが「あい」なんです。それを私たちは友人・知人・家
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				族なんかからこの波動を受け取って、人としての「愛」の波動を送り返しているんです。この「あい」の世界、もとの「あい」の世界は、私たちが豊かになるために与えられている「与える」というエネルギーでできています。

				　自然界とレゾナンスをすれば、波動共鳴をすれば、はっきりわかります。「与える」というエネルギーでこの空間すべてが満たされています。私たちも一番絶好調のときには与えたくなります。豊かな感じに恵まれると、人にも恵みを与えたくなるじゃないですか。そういうふところの大きい感じが「あ」であって「い」なんです。これがもとの「あい」です。その波動はチャクラを通していつも受け取っています。チャクラは私たちが行動して、自己実現してい
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				くために作られています。作られているというか、その真理の柱が降りている場所なんですよ。

				　たとえばさっき、のどのチャクラをきれいにクリーニングしました。「パッ」という音で。のどのチャクラが言葉を選びます。言葉を選ぶには基準があるはずです。これがいい、これはダメという基準。ふたつあって、心の霊層から考える基準と、もっと上に魂的な基準があります。真理に沿っていれば、いいことがのどに来ている訳です。だから、いいこといわなくちゃとか、こんなこと言っちゃいけないとか思っちゃうんです。なかったらそんなこと思いません。そしてそのエネルギーはグルングルン渦巻いてます。いろんな宇宙空間と繋がって、いろんなところのエネ
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				ルギーが渦巻いています。おでこもそう、みぞおちもそう。

				　胸の丹田は「あい」の受信機です。ここは心の状態も一緒に受けちゃうんです。胸の「あい」がきれいになれば、ここを通してすべての側にある「あい」が胸からバァーンと出ます。自分を越えた何かが胸からバァーンと出る。それは胸がチャンネルになっているから。宇宙の大きな「あい」を受け取っているのはこの胸です。この「あい」がなかったら、自分本位ですね。やりたい放題にやってしまう。そうはならないのは、胸にその「あい」のエネルギーが降りているからです。全部そういうふうに意味が違って、チャクラを通して、全宇宙の「あい」がいつも漏れないようにグルグルしています。
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				　ただ、思考が強いと、そのエネルギーをはじいてしまいます。これが体調不良の原因、うまくいかない原因になります。思考によってエネルギーが落ちちゃうんですよ、もっとも豊かなところから。思考を優先させて「だって、こうだからこう」みたいなところにいると、「あい」のエネルギーがギューッと凝縮しちゃって落ちちゃうんです。第一チャクラのエネルギーとかが落ちちゃうと本当に動けなくなりますよ。思考も全部ダウンします。本当に面白いくらい。

				　このように私たちは一ミリもこのすべての世界、「魂、宇宙、ワンネス、大愛」から離れてないんです。離れているのは心側を向いているときだけ。自分の思考に浸かっているときだけ。美しい風景を見ているとき、楽しい時間を
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				過ごしているときは、五次元以上の側にいます。「明日はこれが心配」と思っていると、三次元のほうになっちゃいます。ただ大愛をしていると、霊層が変わってくるので、価値観は変わってきます。どっちの時間を多く過ごしているかによって、人生が変わってきます。

				　では一分だけ、宇宙の幼稚園の創始者になったつもりで、大きな気持ちで赤ちゃんを抱っこしてみましょう。この地球上の七〇億人、もうすぐ八〇億人の子供達にがんばっておいで、みたいな感じで。ベースは作ったよと。

				　こういう大きな愛になればいいです。先ほどのは深くいくことで、感性をより磨く、こういう方向。今のはちょっと方向は違うんですけど、両方が両輪になれば非常に大き
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				なものになります。

				　　　渦を作る

				　一二世紀のドイツにヒルデガルド・フォン・ビンゲンという聖女がいました。彼女は幻視によってこの世界が渦に囲まれていることを知りました。今でいう銀河系のような島宇宙ですね。宇宙を豊かにするためにはこの渦が大切なのです。与えるという渦。

				　私たちはどんな選択をしても実は「より良い」ものを生み出すための選択をしています。ただし、四次元レベル、または低い霊層のレベルで見ると、「よい」と「悪い」が
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				見えてきますが、高いレベルに上がると、「よい」と「悪い」はデザインの違いのように見えてきます。必ずしもどちらかがよくて、どちらかが悪い訳ではないのです。

				　でも、心で見ると「よい」と「悪い」がはっきりします。

				　大愛瞑想を重ねることで、ぜひ魂で感じることを覚えてください。するとこの意味がなんとなく感じられると思います。でも「感じよう」とするとそれは心の作用なので感じにくくなるでしょう。

				　たとえば、自分のからだを感じてみてください。胃や腸が動いていて、肺が呼吸していて、血管に赤血球や白血球が流れ、肝臓が血をきれいにし、腎臓がホルモンを分泌して、それらが同時に動いています。あまりにもたくさんの

			

		

	
		
			
				豊かな世界への入口

			

		

		
			
				154

			

		

		
			
				要素が動いているので、ひとつひとつ追いかけることはできません。だけど丹座して魂で感じるモードになると、ひとつひとつはわからなくても、全体的にあらゆる部分が共同して働いていることを感じることができます。この感じを持っていると、胃にありがとうというのも、腸にありがとうというのも、ほかの臓器にありがとうというのも、とても言いやすくなります。なんとなく現実味というか、ライブな感覚というか、ホカホカした生きている感触が現れてくるからです。だけど「胃はこういうもの」「腸はこういうもの」と心で把握しようとすると、その感覚は失われてしまいます。このホカホカとした繊細な感覚と一緒にいると、神仏や自然が波動でおこなっている精妙なやりとり
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				を感じることができるようになります。

				　これを感じていると生き方はとても楽になります。

				　もしそれを感じることなく生きているとラッキーチャンスが来るでしょう。それは「試練」とか「苦悩」とかいう言葉で表現されますが、魂レベルで見ているとそれは明らかにラッキーチャンスなのです。気づくための機会が来たのです。

				　私たちは毎時間、毎分、毎秒、神仏や自然や宇宙から素敵なアドバイスをもらっています。大切なのはそれに共鳴して受け取ることです。五次元のコミュニケーションですからもちろん言葉ではありません。語りかけられることで「ふふっ」と思うでしょう。この「ふふっ」と一緒にいる
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				とからだもいい状態になります。自然と整うからです。

				「ふふっ」を人に伝えるときはその感覚を言葉にするしかないのですが、どんな感覚だったのか、その「ふふっ」を互いにシェアすることはその感覚をとても磨くことになります。ぜひ豊かな語彙でその感覚を伝えてください。豊穣の渦がまわりはじめます。

				　この「ふふっ」を受け取るためには、大愛瞑想を続けることが大切です。一度にたくさんのことを受け取ることはできないかもしれません。霊層によって受け取るものは変わりますが、はじめはきっとささやかなものでしょう。そのささやかなものを受け取ることで、次のささやかなものを受け取る準備になります。そうやって大愛瞑想を深めて
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				いってください。

				　与えたものが帰って来ます。

				　あわてず、あせらず、楽しんで、喜びとともに大愛瞑想を深めていってください。

				　　　深まる

				　丹坐が決まるようになると、胸のチャクラが開くようになり、なんということはない日常に幸せを感じるようになります。そうすると不思議なことに、周囲の人たちが良い方向に変化し始めます。その結果、それまでいつも直面していた問題が、急に現れなくなったりします。大愛瞑想で
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				赤ちゃんにしてよしよししている相手との関係も変化していきます。

				　この状態がしばらく続いたら、いつか普段の心の状態が丹坐をしているときと変わらないことに気づくでしょう。そうなると、一緒にいる相手の状態を波動で深く感じることができるようになります。このようになると自然界との波動共鳴も起きてくるでしょう。

				　あなたはきっと、豊さに生きるということがどのようなことか、その深い意味を見つけるでしょう。ぜひそれを多くの人たちと分かち合ってください。そして、さらなる深淵を味わっていってください。
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				第五章　大愛瞑想を体験した人々
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				　これからご紹介するのは、大愛瞑想をした人たちの体験談です。

				　　　小川千秋さんの大愛瞑想体験

				　小川千秋さんは主宰しているサロン「つきよみ白金台」で、はじめて大愛瞑想を多くの皆さんに紹介なさいました。

				　　　　　　　　　　　　●

				　十年ほど前に友人を介して紅龍さんと知り合いました。

				　二〇一五年一月にコミュニテイサロン「つきよみ白金台」をオープンした際に、紅龍さんに運営のアドバイスを
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				頂きました。また、サロンの毎月のイベントであった女性のトーキングサークル「月待ち講」も手伝って頂き、その頃よくお会いしていました。

				　あるとき、紅龍さんは、國學院大学を卒業して一年ぐらい頭が真っ白になってたら「大愛」という言葉が降りてきた、と語ってくれました。話しているうちに、その概念を多くの人に伝えるには「大愛瞑想」というネーミングにするのがわかりやすいのではないかということになりました。

				　二〇一六年二月にはじめての大愛瞑想会をつきよみ白金台で開催しました。このとき紅龍さんから寄せていただいた言葉は以下の通りです。
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				　　　　　　　　　　　　○

				　大愛とは、思考の世界を完全に取り外した、私たちの本当の状態です。

				　大愛という、愛を超えた大きな愛の状態、時間も空間もなく、すべての喜びが含まれた輝きの状態です。

				　整う働きと生みの働きを持っています。

				　私たちの日常は、思考を現実化させていくことで成り立っています。

				　幸運・不運の理由のすべてはここにあります。

				　幸せになりたいと願う人と、幸せであってほしいと願う神仏の願い、双方に合致している願いの間に入っているのは、人の思考という次元です。
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				　多くの方はこの思考の外に出たことがないので、意識の奥にある、素晴らしい可能性にあふれた自分の状態を知りません。

				　大愛の状態は、大愛瞑想によって呼び起こされます。

				　そのとき言葉で表現できない、なんとも言えない素晴らしい経験をします。

				　その体験に呼応するように、あなた自身も周囲の人々も、起こる出来事も変化をし始めます。

				　それはまるで、ルービックキューブの不揃いな面が、次々に輝きのピースに変わり、面が整っていくような感覚です。

				　何よりも気持ち良い毎日が広がり、昨日まで起こってい
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				た大変な出来事が、一転する方も少なくありません。

				　ふと思った願いが届いてしまうことなどは、面白いほどよく起こり、それらの経験を通してどんな状態でいることが良いのかを悟ります。

				　大愛が、整う働きと生みの働きを持った状態であるから起こるのです。

				　体験された皆さまは感じ始めます。現実はものすごくシンプルだった、それを複雑にしていたのは、自分の思考だったと。

				　大愛が開き始めた方々は、本当の自分に気づき始めます。思考は単なるアイデアであり、「あなた自身」ではないということも。
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				　想念の研究を約十五年続けてきましたが、去年の春、ある気づきによって、この思考・観念の次元がすべて抜け落ちるという出来事があり、思考の世界が抜け、「私」という存在がなくなりました。

				　このとき、私たちの本地（本当の場所）を体験し、金の糸と共に「大愛」という言葉が頭の上に降りてきて、この現実界で、私たちの本当の状態を開く方法をいただきました。

				　至福や歓喜、やすらぎ、許し、求めていたすべてはここにありました。

				　　　　　　　　　　　　○

				　こうして何度かつきよみ白金台で「大愛瞑想会」を開催
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				しました。

				　二〇一八年四月に「白金長者の原始の森で『大愛レゾナンス』」というイベントをおこないました。目黒の自然教育園で、そこの森の木々と「大愛=ワンネスの状態」を体験するのです。このときいただいた言葉が以下の通りです。

				　　　　　　　　　　　　○

				　日常では開きにくい感性の扉を、森のチカラを借りて自然界の波動と往還を体感する特別バージョンです。

				　私たちの一番自然な情態は、自然界の自然と同じく豊かさを与える存在です。観念の世界に生きているとそれが実感できません。元の自然な欲求に任せることができず、心
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				の問題にとらわれがちになります。

				　私たちの心の岩戸が開くと、自然界のもつ波動の世界に満たされます。なんとも言えないその波動を私たちの胸が受け止めると、自然界の波動と往還が始まり、感覚の世界が開き、悟りや気づきを含めた濃厚な空間に変わります。

				　自然の姿は、色合いが増し、うごめいて、甘露のようなこの上ないエネルギーにこの世界が満ち溢れていたことを感じます。そして、とても細かく一人ひとりに関与して、知っていてくれている、メッセージを送ってくれていることも感じ、体が緩み感動の涙が溢れます。

				「あぁ、こういうことだったんだ、、」

				　言葉の世界を超えた波動を受け取り、心が修養されま
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				す。自然界の波動と、波動の世界のご自身を感じて頂けたら嬉しいです。

				　自然界に引き上げていただき、大愛＝ワンネスの状態を開き、本来のご自身がもっている豊かで何とも言えない至福の状態を体験し、気づき、そして、人生にある大いなる仕組みに触れてください。

				　　　　　　　　　　　　○

				　このイベントは、私が大愛＝ワンネスをもっとも感じた体験となりました。

				　自然教育園の一本の木をじっと見つめて、木と交流していると、その木のあちこちから、白い煙のようなものがブワッ、ブワッと吐く息のように吹き出しているのが見えた
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				のです。それがいったいなにかはわかりませんが、そんなものを見たのは生まれてはじめてでした。

				　普段は目に見えていないことが、大愛の状態になると見えるのでしょうか？

				　植物も人間と同じように呼吸していることを実感し、自然界の大きな波動に触れた喜びでいっぱいになりました。

				　　　Ｈ・Ｓさんの大愛瞑想体験

				　三年ほど前に皇居の勤労奉仕ではじめて紅龍さんに会いました。

				　当時私は山伏の修行をしていて、師匠のお宅に住み込ん
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				でいました。

				　一日外出の際にはお弁当を作ってもらったりして、いい修行だと思っていたのですが、今から思うとＤＶも受けていたということが理解できます。

				　師匠は女性だったのですが、濃密な愛情があるためにおこなわれたことだと解釈していました。

				　その後、師匠からＤＶを受けていると友人たちから指摘され、はじめて気づき、師匠から離れることにしました。

				　離れてから大愛瞑想を受けました。

				　当時の私は師匠のことを憎く思っていたのですが、感情的には愛情の未練のようなものも残っていて、ときどきそのことをふっと思い出しては悩んでいました。
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				　ところが、大愛瞑想をすると「こちらからそのまま愛情を送っていればいい」と思ったことをきっかけに号泣し、そのあとでなぜかその未練はさっぱりとなくなりました。

				　それまでは宗教的なこと、霊的なことにとても興味があり、ハマっているという感じでしたが、大愛瞑想を境に感情の整理ができました。

				　大愛をしているときの感覚が滝に打たれているときの感覚とか、真言や祝詞を上げているトランス状態のときと似ているなと思いました。

				　この感覚で(天と)繋がっていたんだと思っていたので、修行しなくても大愛で繋がれれば変わらないと思いました。
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				　紅龍さんは「痛くしなくても繋がれるんだよ」と言ってくれたのです。

				　　　Ｎ・Ｋさんの大愛瞑想体験

				　はじめて大愛瞑想をしたとき、娘をよしよししました。当時娘は引きこもりで、本人も苦しんでいました。それをなんとかしてあげたかった。

				　紅龍さんは、大愛瞑想で相手の気持ちも自分の気持ちも癒すことができると言っていました。その大愛瞑想をしながら、訳もわからずになぜか泣きました。

				　それ以来四度ほど大愛瞑想に参加しました。
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				　四回目はウチで大愛瞑想を主催しました。

				　五回目も参加したかったけど、紅龍さんの体調がよくないとのことでできませんでした。

				　そのまま紅龍さんは亡くなってしまいました。

				　一年ほどがたち、このインタビューを受けるにあたって、大愛瞑想に参加してどんな結果がありましたかと聞かれましたが、私は、あまり覚えていないと思っていました。だけどひとつずつ丁寧に思い出して行くことで、大きな結果があったことをいま感じます。

				　私は起きていることのとらえ方がかつてとは変わっていたのです。

				　困ったことが起きればいまでも苦しむし、解決不能なこ
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				とはどうしたらいいかわかりません。だけど、困難が起きたあとで、こういう体験ができるのは決して不幸ではなく、生きているからこその醍醐味なのだと思うのです。そのことがきっかけとなり、また新たな人生を味わうのです。

				　紅龍さんはこんなことをおっしゃっていました。

				「いつも自分が主役であること。そしてそれが深く理解できると瞑想はいらなくなります」

				　それが本当に理解できたのは、私が体験したことがもとになっている。

				「私が体験したことがもとになり」と、私中心の価値観が根付いているのは、いま思えば大愛瞑想がきっかけだった
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				のかもしれない。

				　大愛瞑想の結果か否かはどちらでもよく、私は紅龍さんの感じていたように感じるようになり、紅龍さんが感じていたように自他の区別にこだわらなくなったのかもしれない。

				　本当に大きな愛で包んでもらった結果、何かに執着するのを手放していることを感じています。

				　　　Ｋ・Ｉさんの大愛瞑想体験

				　ある神社の神主さんと祝詞を上げる勉強会のようなものに参加したとき、紅龍さんが一緒に祝詞を上げていまし

			

		

	
		
			
				豊かな世界への入口

			

		

		
			
				176

			

		

		
			
				た。何かすごい人のように感じたので、その人がするという大愛瞑想に興味を持ち、参加しました。

				　その会場でも大愛瞑想がいいものだとは思ったのですが、強く感じたのは家に帰って来てからです。なんかからだが温かくなっていたのです。心が安心したからなのか、緊張がほぐれたのか、そういう感じでからだの芯が温かくなっていたのです。

				　二度目に大愛瞑想に参加したとき、長男と瞑想の中で向き合いました。長男とは反抗期の頃から何かと大変でしたが、ちょうどその頃も心配なことが起きてしまい、私にとって気がかりな時期でした。ところが大愛瞑想の中で長男をよしよししていると、玉のような智慧に満ちた赤ちゃんが
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				現れてきたのです。それをきっかけに長男は「私が思っているように心配事ばかり引き起こす困った子」なのではなく「経験を通して超越する力を備え持った魂だから私の理解を超えているのかも」と思うようになりました。そこで紅龍さんにそのことを告げると紅龍さんはこんなことを言ってくれました。

				「大愛瞑想はその人に必要なメッセージを伝えてくれるものです」

				　それ以来、長男が何かすると「困った子」として見るのではなく、大愛瞑想の中で受け取ったイメージとともに見るようになりました。すると確かに「智慧と力を持って何かに対処しているのかもしれない、見守ってみよう」と思
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				えるようになりました。

				　以前長男はなにか困ったことが起きても、私のところにはあまり相談に来ませんでした。ところが大愛瞑想のイメージとともに接するようになったら、ときどき相談に来るようになったのです。

				　しばらくして気づいたのですが、私は子どもによしよしするなんて、幼い頃にしかしてなかったのです。本人に直接よしよししなくても、大愛瞑想でよしよしすると私の何かが変わるのか、長男に何かが伝わるのか、詳しいことはわかりませんけど、関係が良くなりました。

				　そういえば、両親との関係も改善されたように思います。母は何年も父の介護をしているのですが、母と介護施

			

		

	
		
			
				大愛瞑想

			

		

		
			
				179

			

		

		
			
				設のスタッフや主治医とトラブルが絶えません。対応にウンザリすることが頻繁に起こっていました。いつも同じ不平を母から聞かされ、それも私を疲れさせました。それが大愛瞑想をするようになって、トラブルが起きてもあまり険悪にはならなくなってきたのです。母も受け入れられない辛い思いを抱えて介護してきたのかと、感じられるようになったからです。そのせいか、最近では両親と子供達家族が仲良く集まる機会が増えたように思います。
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				　　　チャレンジャーさんの大愛瞑想体験

				　紅龍さんの原宿の事務所で大愛瞑想をしました。

				　そのときに「一番最初は感情的にしこりのある人を大愛瞑想でよしよしするのは難しいから、このひとならきっとうまくいくと思う人によしよししてあげて下さい」と言われたのですが、私はチャレンジャーなので、一番問題にしていた夫によしよししてみました。

				　夫は定年退職で静かに暮らしていたのですが、不満を言いながら何もしない人だったのです。

				　ところが、大愛瞑想でよしよししたら、一週間後、自分で釣りに行くようになり、それがきっかけで関係が楽にな
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				りました。

				　　　Ｉ・Ｈさんの大愛瞑想体験

				　息子は中学生までは手のかからないいい子だったのですが、高等専修学校に通っているうちに引きこもりになりました。

				　そのことに悩んでいて紅龍先生の大愛瞑想を知り合いから推薦してもらいました。

				　大愛瞑想で息子をよしよししていると、バイトさえ長続きしなかったのですが、契約社員で何年か働き、この度正社員になることが決まりました。はじめは就職活動さえう
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				まく行かなかったのに、この話を聞き、大愛瞑想をしてくれた紅龍先生には感謝しかありません。

				　このご報告を生きているうちにしたかった。

				　　　中野優子さんの大愛瞑想体験

				　中野優子さんは築地の隣町である入船で、マデイラというイベントスペースのマネージをしています。そこで生前紅龍さんのお話会などを主催なさっていました。

				　　　　　　　　　　　　　●

				　紅龍さんとしばらく会ってないことがあって、実家が紅龍さんが住んでいた表参道に近かったから、帰るたびに
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				ばったり会うかなぁって思っていたんですけど、あるとき信号を渡っていたら、すれ違うたくさんの人の中に白い人がいたんです。

				「白い人がいるな」と思っていたら、その人がこちらに向かって歩いてきたんです。

				　その人が紅龍さんだったんです。驚きました。前とは印象が違っていたので。

				　はじめて会って家を訪ねたときに、神様が降りてきて書いたという書きものがあって、たくさんあったんですけど、その中から「軽いところに運が来る。行動したことがすべて」って書かれたものが目に飛び込んできたんです。それは私に深くインプットされました。地球は行動しない
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				と形にならない。いくら思ってもそれは何にもならず、行動したらそれだけは自分のものになるという話を聞きました。

				　それで、実際に紅龍さんが白くなって軽くなっていたからどうしてだろうって思ったんです。そしたら「白くなったって優子さんがいうならそうかもね。自分じゃわかんないんだけどね」って。

				　紅龍さんは取り立てて何がなくても普段の状態で幸せって感じがわかる人だと思います。日々生きているだけで自分の中に神がいるし、幸せっていうのが前提のことなんだよねって。その感じに大愛と名付けたのかなと思います。

				　イベントをやっているときにひと疲れをしたことがあり
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				ました。多くの人が集まると自分が好きな人ばかりではないので、どうしても疲れる。そういうときに紅龍さんは大愛瞑想してって言っていました。そうかと思ってやってみました。「すべてが愛」と思って、見返りを求めない愛で大愛瞑想をやってみたんです。そしたらひと疲れが気にならなくなったり、相手が変わったりしました。そういう体験があって紅龍さんに「仕事で役立っています」って言ったことがあります。

				　大愛って多分、見返りを求めない愛とか、無償の愛なのだと思います。そういう愛は、自分が元気だから出せるわけじゃないですか。それで思ったのは、無償の愛であふれているひとの思いというか、念のようなものが、そのひと
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				を通して濾過されるというのかな、循環しているうちになんか場の質が上がって行くみたいな気がします。だから、いっぱいイベントやっているときも、大愛のマインドを心がけているんです。

				　天の平等という考えが紅龍さんにあって、表向きには紅龍さんが教えるっていうふうになっているけど、紅龍さん本人としてはみんな一緒だよっていうスタンスだったんじゃないかなって思います。

				　変にカリスマにならず、誰にでも会って、お金はかからないし、みんなであふれる愛を、足りない人にちょっとそこで補ってもらって、みんなで幸せになってエネルギーをあげようよっていうことがしたかったのかなって思いま
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				す。それで私もそういう願いをイベントで持つように意識的にしているんです。だから朝にいつも大愛の気持ちでやりますって宣言してから一日を始めます。

				　多分大愛瞑想っていうのは、訓練というか、レッスンだと思います。ヨガもレッスンするじゃないですか、それに似ていると思います。

				　常に大愛の気持ちを持っている人が増えればいいということが、紅龍さんの最終的にしたかったことなんじゃないかと思います。瞑想をしたかったというよりは、大愛の気持ちをみんなそれぞれが持つことによってハッピーになれるって思ってたんじゃないかな。そのためのレッスンですよね。
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				　愛があふれる人を増やすために、愛をくれていた。自分が満たされないとダメだとわかっていたから、自らの愛をくれていた。だからみんなそれによって涙流したりしたんだと思います。それで過去のことを思い出して、他人を許せるようなことが起こる。一緒に大愛瞑想やった人で、親との関係のことを思い出して泣いた人がいたから、過去のトラウマを癒す効果もあるのかなって思いました。

				　私の体験を言うと、母親は私にいろいろと教え込もうとしていたんです。それが嫌だった。母が半身不随になったとき、いろいろと言っていたのに、自分がそのようになったのは母が間違った考えを持っていたからだと自分が判断していることに気づいたんです。母の判断が嫌だったの
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				に、その自分が母に対して判断している。その矛盾に気づいたとき、とても解放された気がしました。

				　人間はいいとか悪いとかではなく、ただその人生を生きているだけだという感じ。

				　紅龍さんとそんな話をしていたとき、紅龍さんが「犯罪者ですら愛おしい」と言いました。その意味が今になってわかった気がします。その境地に入った紅龍さんだから、愛を与えられるし、それを受け取れるからみんなが循環できる。そんな気がします。

				　私は自分が親との葛藤をクリアできる境地に行けるとは思っていませんでした。それは来世かなと。だから今なら泥棒でも愛せるレベルに行けるのかなと期待してます。
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				　ジャッジは必要ではなく「そうなんだ」という感覚があるだけ。そこにいいも悪いもない。

				　自分を整える。自分の位置を知っている。他人になる必要はない。あるがままの自分でいる。自分を整えて自分を満たす。すると場の空気が変わります。それがわかるようになりました。

				　　　Ｔ・Ｋさんの大愛瞑想体験

				　妻が乳癌でその治療に悩んでいた頃、ヨガの教室で、癌を克服してそのノウハウを伝えることで開運するというカウンセラーの話を聞きました。興味を持ってインターネッ
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				トを検索し、紅龍先生にメールしました。

				　はじめて紅龍先生とお話したのは二〇一七年八月二十日。スカイプを使って遠隔で大愛瞑想を教えてもらいました。大愛瞑想のはじめに丹座を習うのですが、丹座した途端に思考がなくなったのに驚きました。

				　僕は高校二年の頃から自己流で瞑想をしてきました。ヨガは二六歳から始めました。いま六一歳なので、三五年間ヨガを、四五年間瞑想をしてきたのです。

				　瞑想はうまくできればある程度のところまで入って行けますが、集中した状態になるのに時間がかかったり、または時にはまったく集中状態に入れなかったりしてとても難しいものでした。ところが、丹座をした途端にスパーンと
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				集中した状態に入ってしまうのです。感動しました。

				　若い頃に一度、とても深い瞑想ができたことがあり、その域にもう一度達したいと思って何十年も瞑想をしてきましたけど、そこに近づくための最良の手段が大愛瞑想だと思いました。

				　それ以来、月に一度程度の頻度でスカイプを通して、紅龍先生に大愛瞑想の手ほどきを受けました。

				　大愛瞑想では誰かに対してよしよしします。その人の赤ん坊の頃の姿をイメージして、その子によしよしと愛情を送るのです。するととても幸せな気分が味わえます。それを実際にやると相手の変化がはっきりとわかります。私の場合は主に妻に対してやりました。
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				　妻は乳癌という不安を抱え、ときどき私と言い争いをしていました。さっぱりとした性格で、言うことは言うが終わればすっきりとしている彼女のことが私は好きなのですが、それでも言い争うときには私がいつも折れるようにして話を聞いてあげました。わかってはいてもあまり楽しいものではありません。頭では理解していても、そのことを苦しく思うことがありました。ところが大愛瞑想をしたら、妻はかつてのように強く何かを訴えてくるようなことが減りました。強く何かを訴えてきても、僕自身冷静に受け止められるようになったのかもしれません。

				　大愛瞑想でよしよししていると、最後には瞑想のイメージの中で妻は必ず笑っていました。そして温かさを感じま
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				した。彼女の本心は僕と喧嘩をしたいのではなく、一緒に楽しく過ごしたいがために、抱えている不安をなんとか拭い去りたいという思いがそうさせているのだと理解できました。そうすると妻との関係が緩和するのです。

				　一般的な瞑想は自分ひとりでやるもので、相手を想定したりはしません。そのことに非常な新鮮さを感じました。

				　あるとき紅龍先生がこんなことをおっしゃいました。

				「瞑想の最終到達地点と、実人生の最終到達地点は一緒です」

				　それを聞いてとてもときめいたことを覚えています。僕は瞑想を通して得られるものは一生をかけて人一倍努力して、それでも到達できるかどうかわからないものだと思っ
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				ていました。ところが、大愛瞑想を通じて瞬時に深い瞑想ができたのです。きっと僕が思い描いている最終到達点にも到達できるかもしれない。

				　僕はいままでヨガや瞑想など、求道してきたので、たくさんの師に会いました。なかにはインチキな人もいました。でも紅龍先生はまったく違う、本物だと思いました。僕がどんな質問を投げかけても、適切な解答が返ってきたのです。どの答えにも納得がいきました。この人について行けばまず間違いないと思いました。

				　だけど二年ほどのお付き合いで、紅龍先生はあの世に帰って行きました。生まれた頃から病弱で、成人後に癌になり、それを自力で治すことによって多くの人に道を示
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				し、最後に大愛瞑想を降ろすことで、この世でのお勤め、魂の使命を果たしたのだと思います。ご本人は生きていたいと思っていたかもしれませんが、使命を果たすことで大愛瞑想がさらに広がるのではないかと思います。それはキリストがそうだったことに似ているのではないかと思っています。
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				感謝
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				　本書を作るにあたり、多くの皆様にお世話になりました。ここに篤く御礼を申し上げます。

				　いま私がここに生きている喜びを誰に感謝したらいいのだろう。

				　両親に感謝。そして、両親の両親。つまり、四人の祖父母にも感謝。さらに感じれば、両親と祖父母にきっと関わって下さったであろう、何十、何百、もしかしたら何千の人たちにも感謝。

				　ご先祖様と彼らに関わったたくさんの皆様に感謝。

				　こう考えはじめるともう止めどない。

				　生きとし生けるものがみんな関わり合っていることが思
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				い出される。

				　私に関わって下さるすべての人に感謝。

				　魂レベルではそうだとわかるけど、心のレベルに降りてくるとそうは思えなかったりしますよね。

				「あいつにはこんなことされたクソー」とか「あんな奴にこんなこと言われた。馬鹿野郎」とか、つい思ってしまいます。そんなふうに思ってしまうことが人間であること。

				　そういう自分を「よしよし」。

				　ついあんなことを言ってしまうあいつを「よしよし」。

				　ついいろんなことをしてしまう人たちを「よしよし」。

				　こうして生まれた大愛は、この世界すべてを包むことで、新たな光を生むのです。
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